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荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
（
承
前
）

―

他
の
著
述
と
の
照
合
に
よ
る
比
定
、
及
び
従
来
の
説
に
対
す
る
再
検
討―

山
寺
(小
野
)美
紀
子

は
じ
め
に

筆
者
は
、
先
の
二
篇
の
拙
稿
「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
成
立
時
期
に
関
す
る
一
考
察
─
荻
生
北
渓
著
「
楽
律
考
解
」（
無
窮
会
専
門
図
書
館
神
習
文
庫
所
蔵
）
の

紹
介
を
兼
ね
て
─
（
無
窮
会
『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
一
一
三
号
、
二
〇
一
六
年
。
以
下
「
前
々
稿
」
と
略
記
）、
及
び
「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
─
『
大

楽
発
揮
』
五
篇
と
楽
書
十
巻
（
逸
書
）
の
関
係
性
に
着
目
し
て
─
」（『
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
四
巻
、
二
〇
一
七
年
。
以
下
「
前
稿
」
と
略
記
）

に
て
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
の
著
作
『
楽
律
考
』
の
成
立
な
い
し
執
筆
時
期
に
つ
い
て
、
考
証
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
前
々
稿
の
第
一
節
（
三

二
～
三
三
頁
）
に
挙
げ
た
三
点
の
う
ち
、
第
三
点
の
残
り
の
部
分
を
取
り
上
げ
て
、
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
徂
徠
の
他
の
著
述
と
の
照
合
に
よ
る
『
楽
律
考
』
及
び
『
楽
制
篇
』
執
筆
時
期
の
比
定

本
章
で
は
、
前
稿
第
四
章
に
引
き
続
き
、
徂
徠
が
自
身
の
楽
律
の
説
に
つ
い
て
述
べ
た
他
の
著
述
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
精
査
、
照
合
す
る
こ
と
で
、『
楽

律
考
』
の
執
筆
時
期
の
比
定
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
前
稿
で
は
、
楽
書
十
巻
の
執
筆
に
つ
い
て
述
べ
た
徂
徠
の
書
簡
三
通
を
取
り
上
げ
た
が
、
本
稿
で
は
、『
蘐
園
随

一
三



筆
』、
享
保
五
年
二
月
に
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
二
通
、
及
び
『
琴
学
大
意
抄
』
を
取
り
上
げ
る⑴
。

一
─
一
、『
蘐
園
随
筆
』（
正
徳
四
年
一
月
刊
行
）
と
の
照
合

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
徂
徠
の
著
作
『
蘐
園
随
筆
』
は
、
平
石
直
昭
氏
の
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』（
㚻
凡
社
、
一
九
八
四
年
）
八
八
～
九
一
頁

に
よ
る
と
、
遅
く
と
も
正
徳
二
年
秋
か
ら
同
三
年
春
ま
で
に
は
最
終
稿
が
で
き
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
『
蘐
園
随
筆
』
中
に
も
、
す
で
に
楽
律
に
関
す
る
徂
徠
独

自
の
見
解
を
述
べ
た
記
述
が
見
え
、
そ
の
内
容
は
、『
楽
律
考
』
と
『
楽
制
篇
』
に
見
ら
れ
る
見
解
の
骨
子
と
一
致
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
両
書
の
大
要
が
簡
潔
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
々
稿
三
二
頁
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
す
で
に
印
藤
和
寛
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ⑵
、
ま
た
、
高
橋
博
巳
氏
は
、

『
蘐
園
随
筆
』
の
楽
に
関
す
る
記
述
中
に
「
別
に
成
書
あ
り
」
と
記
す
の
は
、『
楽
律
考
』
を
指
す
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る⑶
。
こ
の
よ
う
に
、
先
学
の
す
で
に
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
改
め
て
、
以
下
に
『
蘐
園
随
筆
』
の
当
該
記
述
の
全
文
を
挙
げ
、
試
訳
を
添
え
て
紹
介
し
た
上
で⑷
（
①
～
⑨
の
番
号
と
傍
線
は

筆
者
に
よ
る
）、
そ
れ
が
、『
楽
律
考
』
と
『
楽
制
篇
』
の
内
容
と
如
何
に
合
致
す
る
か
を
、
詳
し
く
考
証
し
て
お
き
た
い
。
も
し
、
よ
く
合
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き

れ
ば
、『
楽
律
考
』
及
び
『
楽
制
篇
』（『
楽
制
篇
』
は
『
楽
律
考
』
と
共
に
『
大
楽
発
揮
』
五
篇
中
の
各
一
篇
を
成
す
も
の
で
あ
り
、『
楽
律
考
』
と
関
連
し
て
共
に
執

筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
こ
と
は
、
前
稿
第
一
、
二
、
四
章
で
闡
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
）
が
正
徳
二
～
三
年
頃
ま
で
に
は
執
筆
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
傍

証
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
少
な
く
と
も
、
両
書
に
見
ら
れ
る
徂
徠
の
楽
律
（
音
律
と
調
）
に
関
す
る
見
解
が
、
こ
の
時
期
に
す
で
に
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
よ
う
。

一

①
此
方
樂
、
唯
五
㙭
、
②
乃
隋
世
㘂
傳
、
漢
之
舊
法
。
㘂
謂
淸
・
㚻
・
瑟
・
楚
・
側
也
。
③
淸
爲
雙
、
瑟
爲
黃
鐘
、
楚
爲
越
、
側
爲
般
涉
。
唯
㚻
名
不
易
。
④
而

㘂
謂
黃
鐘
㙭
宮
、
卽
周
・
漢
黃
鐘
、
⑤
如
卜
㖴
好
㘂
謂
天
王
寺
鐘
、
中
黃
鐘
㙭
、
以
爲
樂
準
者
、
可
以
徵
焉
。
⑥
其
謂
之
林
鐘
者
、
緣
琴
法
一
字
必
㖴
散
・
實
二

聲
故
㗂
耳
。
⑦
予
推
得
其
數
、
別
㛷
成
書
。

（
①
我
が
国
の
音
楽
は
、
た
だ
五
つ
の
調
が
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
②
〔
そ
の
五
調
こ
そ
が
〕
ま
さ
し
く
隋
代
に
伝
え
ら
れ
た
、
漢
代
の
旧
法
で
あ
る
。〔『
魏
書
』

『
通
典
』『
旧
唐
書
』『
楽
府
詩
集
』
等
の
文
献
に
見
え
る
〕
い
わ
ゆ
る
清
調
・
平
調
・
瑟
調
・
楚
調
・
側
調⑸
〔
が
、
そ
の
漢
代
の
旧
法
で
あ
る
五
つ
の
調
〕
で
あ
る
。

③
清
調
は
〔
我
が
国
の
雅
楽
に
伝
わ
る
唐
楽
調
の
〕
双
調
で
あ
り
、
瑟
調
は
黄お

う

鐘し
き

調
で
あ
り
、
楚
調
は
壹
越
調
で
あ
り
、
側
調
は
盤
渉
調
で
あ
る
。
平
調
の
調
名

一
四
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の
み
変
わ
ら
な
い
。
④
そ
し
て
、
一
般
に
〔
我
が
国
の
楽
で
〕
言
う
と
こ
ろ
の
黄お

う

鐘し
き

調
の
宮
〔
に
当
た
る
音
律
、
つ
ま
り
我
が
国
の
十
二
律
の
う
ち
の
「
黄お

う

鐘し
き

」〕

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
周
・
漢
代
の
〔
十
二
律
の
基
準
音
で
あ
る
〕
黄こ

う

鐘し
よ
うで

あ
る
。
⑤
〔
こ
の
こ
と
は
〕
例
え
ば
、〔『
徒
然
草
』
で
〕
卜
部
兼
好
が
、
天
王
寺
の

鐘
〔
の
音
高
〕
は
黄お

う

鐘し
き

〔
の
律
の
音
高⑹
〕
に
当
た
り
、〔
そ
の
鐘
の
音
高
を
〕
音
楽
の
〔
調
律
の
〕
基
準
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
が⑺
、
そ
の
証
拠
と
な
り

得
る
の
で
あ
る
。
⑥
〔
た
だ
し
、
一
般
的
に
楽
家
の
伝
承
で
は
〕
こ
れ
〔
黄お

う

鐘し
き

〕
を
〔
黄こ

う

鐘し
よ
うで

は
な
く
、
黄こ

う

鐘し
よ
うよ

り
七
律
上
な
い
し
五
律
下
の
〕
林
鐘
と
み
な
す

の
は
、
琴き

ん
〔
七
絃
琴
〕
の
法
で
は
〔
譜
字
の
〕
一
字
に
対
し
、
必
ず
散
声
〔
解
放
絃
の
音
〕
と
実
声
〔
絃
上
の
某
点
を
指
で
押
さ
え
て
発
す
る
音
〕
の
二
つ
の
〔
異

な
る
〕
音
高
を
兼
ね
る
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
誤
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
⑦
私
は
推
測
し
て
そ
の
数
値
を
得
て
、
別
に
、
す
で
に
出
来
上
が
っ
た
著
書
が
あ
る
。）

一

⑧
古
㘭
人
樂
、
想
亦
唯
五
㙭
。
觀
於
㘂
謂
聞
宮
㕠
、
使
人
溫
舒
而
廣
大
、
聞
㘆
㕠
、
使
人
方
正
而
好
義
、
聞
角
㕠
、
使
人
惻
隱
而
愛
人
、
聞
徵
㕠
、
使
人
樂
善
而

好
施
、
聞
羽
㕠
、
使
人
整
齊
而
好
禮
類
、
皆
多
以
宮
・
㘆
・
角
・
徵
・
羽
言
、
而
未
嘗
以
十
二
律
言
。
五
㕠
各
㙭
皆
㛷
之
、
而
不
可
單
聞
、
則
可
以
見
已
。
⑨
至

㚃
始
用
十
二
旋
宮
、
㙉
八
十
四
㙭
、
變
壞
古
法
。
其
後
雖
朱
子
・
蔡
西
山
之
㚘
古
、
亦
狎
目
㘂
見
、
㘨
謂
古
樂
如
是
耳
。
古
樂
易
簡
、
豈
然
乎⑻
。

（
⑧
古
の
聖
人
の
音
楽
も
、
推
測
す
る
に
、
ま
た
五
つ
の
調
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
宮
音
を
聞
け
ば
、
そ
の
人
を
優
し
く
穏
や
か
で
広
大
な
性
格
に
し
、

商
音
を
聞
け
ば
、
行
い
が
正
し
く
義
を
好
む
人
柄
に
し
、
角
音
を
聞
け
ば
、
そ
の
人
に
惻
隠
の
情
と
人
を
慈
し
み
愛
す
る
心
を
起
こ
し
、
徴
音
を
聞
け
ば
、
善
を

楽
し
み
他
人
へ
の
施
し
を
好
む
人
柄
に
し
、
羽
音
を
聞
け
ば
、
き
ち
ん
と
し
て
礼
を
好
む
人
柄
に
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
〔『
史
記
』、『
韓
氏
外
伝
』
等
の
古
文
献
に

見
え
る
記
述
の
〕
類⑼
を
考
察
す
る
に
、
皆
、
多
く
は
「
宮
」・「
商
」・「
角
」・「
徴
」・「
羽
」
に
よ
っ
て
言
い
表
し
て
お
り
、
未
だ
か
つ
て
十
二
律
〔
の
律
名
〕
に

よ
っ
て
言
い
表
し
た
も
の
は
な
い
。〔
ま
た
右
の
記
述
で
は
、「
宮
音
・
商
音
・
角
音
・
徴
音
・
羽
音
を
聞
け
ば
」
と
あ
る
が
、
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
の
〕
五
つ

の
音
は
、
各
調
〔
あ
る
い
は
各
調し

ら

べ
〕
が
皆
、
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
一
つ
〔
の
音
の
み
〕
を
聞
く
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
〔
つ
ま
り
、

そ
の
宮
音
・
商
音
・
角
音
・
徴
音
・
羽
音
と
は
、
各
単
音
を
言
う
の
で
は
な
く
五
つ
の
調
を
言
う
の
で
あ
る
こ
と⑽
〕
は
、
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
⑨
唐

代
に
至
っ
て
は
、
初
め
て
十
二
律
の
旋
宮
法
を
用
い
、
八
十
四
調
を
造
り
、〔
五
調
の
み
で
あ
っ
た
〕
古
法
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
朱
子
、
蔡
西
山
〔
元

定
〕
と
い
っ
た
古
の
こ
と
に
博ひ

ろ

く
通
じ
た
人
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
目
で
見
る
と
こ
ろ
に
慣
ら
さ
れ
て
、
遂
に
、
古
楽
は
こ
の
〔
八
十
四
調
の
〕
よ
う
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
古
楽
は
「
易
簡⑾
」
で
あ
り
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
〔「
易
簡
」
に
反
す
る
八
十
四
調
の
よ
う
な
〕
も
の
で
あ
ろ
う
か
。）

前
稿
に
も
述
べ
た
と
お
り
、『
楽
制
篇
』
は
、
徂
徠
が
調
に
つ
い
て
論
じ
た
著
作
で
あ
る
。
日
本
の
雅
楽
に
伝
わ
る
唐
楽
の
調
子
は
、
壹
越
調
・
平
調
・
双
調
・
黄お

う

鐘し
き

一
五

荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
（
承
前
）



調
・
盤
渉
調
・
太
食
調
の
六
調
子
か
ら
成
る
が
、『
楽
制
篇
』
の
冒
頭
で
は
、
そ
の
う
ち
の
太
食
調
を
平
調
の
別
と
し
て
五
つ
に
分
類
し
（
つ
ま
り
は
主
音
の
音
高
の
違

い
の
み
に
基
づ
い
て
分
類
す
る
と
、
六
調
で
は
な
く
、
五
調
の
み
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
か
ら
）、「
本
㛌
樂
制
、
唯
㛷
五
㙭
」（
我
が
国
の
楽
制
は
、
た
だ
五
つ
の
調
が
あ

る
の
み
）
と
述
べ
て
い
る⑿
。『
楽
制
篇
』
冒
頭
に
明
言
す
る
こ
の
記
述
内
容
が
、
ま
さ
に
、
右
の
『
蘐
園
随
筆
』
の
①
「
此
方
樂
、
唯
五
㙭
」
と
、
合
致
す
る
の
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
楽
制
篇
』
に
お
い
て
徂
徠
は
、
中
国
古
代
周
・
漢
代
の
房
中
楽
や
相
和
歌
に
は
、
清
調
・
平
調
・
瑟
調
の
三
調
、
及
び
楚
調
・
側
調
を
加
え
た

五
つ
の
調
が
あ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
隋
朝
ま
で
伝
存
し
た
も
の
の
、
唐
代
に
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
房
中
楽
や
相
和
歌
を
奏
し
た
琴き

ん

（
後
述
）
に

は
、
そ
の
古
楽
五
調
の
制
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
日
本
に
は
、
南
朝
梁
・
陳
以
前
に
、
五
調
が
琴
と
共
に
伝
え
ら
れ
た
、
と
い
う
独
自
の
見
解
を
論
じ
て
い
る⒀
。
こ

の
見
解
を
、
琴き

ん

に
関
す
る
部
分
を
省
い
て
端
的
に
述
べ
た
の
が
、
右
の
②
の
記
述
と
み
て
も
、
矛
盾
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
右
に
言
う
「
琴き

ん

」
と
は
、
古
来
、

聖
賢
の
楽
器
と
し
て
、
儒
家
を
含
む
知
識
人
層
を
中
心
に
演
奏
伝
承
さ
れ
続
け
、
日
本
に
も
伝
来
し
た
七
絃
琴
（
現
在
で
は
一
般
的
に
「
古こ

琴き
ん

」
と
称
さ
れ
る
）
の
こ

と
を
指
す
（
以
下
「
琴
」
と
記
す
も
の
は
全
て
、
こ
の
「
琴き

ん

」
を
指
す
）。

さ
て
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
③
の
記
述
で
あ
る
。
③
で
は
、
前
述
し
た
古
楽
の
五
調
（
清
調
・
平
調
・
瑟
調
・
楚
調
・
側
調
）
が
、
今
、
日
本
で
は
如
何
な
る

調
に
名
を
変
え
て
伝
存
す
る
の
か
、
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
日
本
雅
楽
に
伝
わ
る
唐
楽
調
の
五
つ
の
調
子
（
壹
越
調
・
平
調
・
双
調
・
黄お

う

鐘し
き

調
・
盤
渉
調
）
の
う
ち

の
ど
れ
に
該
当
す
る
の
か
、
自
身
の
見
解
を
結
論
の
み
明
言
し
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
よ
う
（【
表
二
】
参
照
）。
一
方
で
、『
楽
制
篇
』
で
は
、
同
様
の
問
題
を
取
り
上

げ
て
論
じ
て
い
る
も
の
の
、
③
の
よ
う
な
、
五
調
全
て
に
対
す
る
明
快
な
結
論
を
示
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
楽
制
篇
』
で
は
、
ま
ず
、
古
楽
五
調
が
遺
存
す
る
と
み
な
す
琴
の
五
つ
の
調
絃
法
を
取
り
上
げ
て
（【
表
一
】
の
Ⅰ
参
照
）、
そ
の
調
絃
法
に
よ
る
各
琴
調
の
構
成
音

の
音
律
を
、『
楽
律
考
』
に
て
論
じ
る
自
説
（
日
本
に
伝
わ
る
十
二
律
の
う
ち
の
「
黄お

う

鐘し
き

」
が
周
・
漢
代
の
「
黄こ

う

鐘し
よ
う」

に
当
た
る⒁
）
を
通
し
て
分
析
、
列
記
す
る⒂
。
そ
の

一
六

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
五
巻

【
表
一
】
『
楽
制
篇
』
よ
り

（
※
徂
徠
の
自
説
「
黄お

う

鐘し
き

＝
黄こ

う

鐘し
よ
う」

に
よ
っ
た
場
合
の
音
律
。)

Ⅰ
琴
調

Ⅱ
（
琴
調→

日
本
の
調
と
の
関
連
）

Ⅲ
古
楽
の
調

一

正
宮
調

正
宮
調
は
「
宮
絃
命
㙭
」→

宮
絃
の
音
律
は
、
日
本
の
十
二
律
に
お
け
る
※
黄お

う

鐘し
き

に
当
た
る

瑟
調

二

縵
角
調

縵
角
調
は
「
徵
絃
命
㙭
」→

徴
絃
の
音
律
は
、
日
本
の
十
二
律
に
お
け
る
※
平
調
に
当
た
る

平
調

三

緊
羽
調

緊
羽
調
は
「
角
絃
命
㙭
」→

角
絃
の
音
律
は
、
日
本
の
十
二
律
に
お
け
る
※
壹
越
に
当
た
る
「
未
詳
」

四

清
商
調

清
商
調
は
「
羽
絃
命
㙭
」→

羽
絃
の
音
律
は
、
日
本
の
十
二
律
に
お
け
る
※
双
調
に
当
た
る

清
調

五

縵
宮
調

縵
宮
調
は
「
㘆
絃
命
㙭
」→

商
絃
の
音
律
は
、
日
本
の
十
二
律
に
お
け
る
※
盤
渉
に
当
た
る
「
未
詳
」

【
表
二
】
『
蘐
園
随
筆
』
③
よ
り

琴
調

日
本
の
調

古
楽
の
調

一
言及なし

黄
鐘
調

瑟
調

二

平
調

平
調

三

壹
越
調

楚
調

四

双
調

清
調

五

盤
渉
調

側
調



後
に
、
各
琴
調
が
古
楽
の
何
調
に
当
た
る
の
か
、
自
身
の
見
解
を
示
す
の
で
あ
る
が
（【
表
一
】
の
Ⅲ
参
照
）、
五
調
の
う
ち
の
二
調
に
つ
い
て
は
「
未
詳
」
と
述
べ
て

い
る⒃
。
ま
た
、
琴
の
五
つ
の
調
絃
法
な
い
し
古
楽
の
五
調
が
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
何
調
に
相
当
す
る
の
か
と
い
う
点
も
、
明
記
し
て
は
お
ら
ず
、
琴
の
各
調
絃
法
の
音

律
の
分
析
に
お
い
て
、
間
接
的
に
述
べ
て
い
る
の
み
で
あ
る⒄
（【
表
一
】
の
Ⅱ
）。

こ
の
よ
う
に
、『
蘐
園
随
筆
』
の
③
の
記
述
と
『
楽
制
篇
』
を
比
べ
る
と
、
五
調
の
う
ち
の
三
調
に
対
す
る
見
解
は
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、『
蘐
園

随
筆
』
に
お
い
て
は
、『
楽
制
篇
』
が
未
詳
と
す
る
二
調
に
つ
い
て
も
、
自
身
の
見
解
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
推
測
す
る
と
、

『
楽
制
篇
』
の
執
筆
後
に
、
研
究
の
進
展
な
い
し
整
理
を
経
て
『
蘐
園
随
筆
』
の
③
が
書
か
れ
た
可
能
性
が
、
ま
ず
は
想
起
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
そ

の
反
対
の
可
能
性
─
先
に
③
で
結
論
を
出
し
た
後
、『
楽
制
篇
』
で
慎
重
に
考
察
を
行
っ
た
─
も
考
え
ら
れ
な
く
は
無
い
た
め
、
断
定
は
避
け
る
が
、
少
な
く
と
も
、『
蘐

園
随
筆
』
の
③
が
書
か
れ
た
時
点
よ
り
前
に
、
徂
徠
は
す
で
に
、『
楽
制
篇
』
に
取
り
上
げ
て
い
る
古
楽
五
調
の
問
題
を
検
討
済
み
で
あ
り
、
し
か
も
、
一
定
の
結
論
を

得
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

次
に
④
の
記
述
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
徂
徠
楽
律
論
の
要
と
な
る
自
説
─
日
本
の
「
黄お

う

鐘し
き

」
が
周
・
漢
代
の
「
黄こ

う

鐘し
よ
う」

に
当
た
る
─
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。『
楽

律
考
』
で
は
、
こ
の
自
説
に
つ
い
て
、
十
の
証
拠
を
挙
げ
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
第
二
証
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
述
べ
た
の
が
、
⑤
の
記
述
で
あ

ろ
う
。『
楽
律
考
』
の
第
二
証
に
は
「
卜
㖴
好
『
徒
然
草
』、
稱
天
王
寺
鐘
、
中
黃
鐘
㙭
、
樂
工
以
爲
準⒅
」
と
あ
り
、
⑤
に
は
「
卜
㖴
好
㘂
謂
天
王
寺
鐘
、
中
黃
鐘
㙭
、

以
爲
樂
準
」
と
あ
り
、
内
容
が
合
致
す
る
の
み
な
ら
ず
、
文
章
自
体
も
酷
似
し
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
徂
徠
の
自
説
は
、
前
述
の
と
お
り
「
黄お

う

鐘し
き

＝
黄こ

う

鐘し
よ
う」

と
す
る
が
、
楽
人
の
伝
承
で
は
一
般
的
に
「
黄お

う

鐘し
き

＝
林
鐘
」（
林
鐘
は
、
黄こ

う

鐘し
よ
うよ

り
七
律
上
な
い
し

五
律
下
の
律
）
と
伝
え
ら
れ
る⒆
。
そ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
原
因
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
た
の
が
、
右
の
⑥
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、『
楽
律
考
』
に
挙
げ
る
第

六
証
を
ま
と
め
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
楽
律
考
』
の
第
六
証
に
は
「
琴
調
、
宮
絃
散
聲
黃
鐘
、
實
聲
中
呂
、
㘆
絃
散
聲
太
簇
、
實
聲
林
鐘
、…

…

。

古
樂
歌
・
奏
異
均
。
歌
母
則
奏
以
子
和
之
、
歌
子
則
奏
以
母
和
之
。
琴
乃
㖴
應
歌
・
奏
。
歌
以
散
聲
、
奏
以
實
聲
。…

…

今
以
黃
鐘
㙭
聲
爲
周
・
漢
黃
鐘
、
則
太
簇
般

涉
、
中
呂
一
越
、
林
鐘
㚻
㙭…

…

。
乃
知
後
世
琴
法
不
傳
、
歌
・
奏
異
均
之
法
癈
絕
、
樂
家
單
傳
奏
聲
、
㗂
以
一
越
在
宮
絃
、
謂
爲
黃
鐘
、
㚻
㙭
在
㘆
絃
、
謂
爲
太
簇
、

…
…

者
、
理
㘂
必
㛷
也
。
若
或
不
然
、
笙
・
笛
・
琵
琶
仺
字
、
皆
互
換
母
・
子
以
相
命
焉
。
則
此
亦
當
然
。
此
其
錯
Ầ
、
㙺
足
爲
證
。」
と
あ
り
、
こ
の
文
面
の
要
点
の

み
を
示
し
た
の
が
⑥
で
あ
る
こ
と
は
、
両
者
を
照
合
す
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
④
～
⑥
は
、『
楽
律
考
』
に
論
ず
る
「
黄お

う

鐘し
き

＝
黄こ

う

鐘し
よ
う」

の
自
説
を
示
し
、
同
書
の
内
容
を
部
分
的
に
要
略
し
て
述
べ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
、

一
七

荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
（
承
前
）



⑦
に
言
う
「
予
推
得
其
數
」
の
「
數
」
と
は
、
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
文
脈
か
ら
推
す
る
に
、
自
説
「
黄お

う

鐘し
き

＝
黄こ

う

鐘し
よ
う」

に
関
し
て
、
徂
徠
自
身
が
推
測
し
て

得
た
数
値
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
数
値
は
、
や
は
り
『
楽
律
考
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
の
第
十
証
に
て
、
周
・
漢

代
の
一
尺
の
長
さ
を
、
今
の
日
本
の
曲
尺
で
は
七
寸
一
分
九
釐
六
毫
三
絲
と
算
定
し
、
そ
こ
か
ら
、
古
来
長
さ
九
寸
と
さ
れ
る
黄こ

う

鐘し
よ
うの

律
管
の
長
さ
を
、
曲
尺
で
は
六

寸
四
分
七
釐
六
毫
六
絲
（
7.1963寸×

0.9＝
お
よ
そ
6.4766寸
）
と
算
定
し
た
数
値
が⒇
、
そ
れ
で
あ
る
。『
楽
律
考
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
こ
の
数
値
は
、
徂
徠
が
『
隋

書
』「
律
暦
志
」
や
蔡
西
山
（
元
定
）
の
『
律
呂
新
書
』
等
の
文
献
に
拠
り
、
唐
の
開
元
通
宝
等
の
古
銭
の
直
径
を
参
照
し
て
、
独
自
に
解
釈
・
計
算
し
て
出
し
た
も
の

で
あ
る⚦
。
ま
た
、
こ
の
長
さ
で
律
管
を
造
っ
て
吹
い
て
み
れ
ば
、
周
・
漢
の
黄こ

う

鐘し
よ
うの

音
高
が
実
際
如
何
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
、
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
が
確
認
で
き
る
た
め
、

右
の
数
値
は
、「
黄お

う

鐘し
き

＝
黄こ

う

鐘し
よ
う」

と
す
る
徂
徠
自
説
の
一
つ
の
論
拠
と
も
な
る
重
要
な
数
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
⑦
に
述
べ
る
「
數
」
と
は
、『
楽
律
考
』
の
第
十
証
に
て

徂
徠
自
身
が
解
釈
・
計
算
し
て
示
し
た
、
周
・
漢
の
尺
の
数
値
（
曲
尺
で
七
寸
一
分
九
釐
六
毫
三
絲
）
と
黄
鐘
律
長
の
数
値
（
曲
尺
で
六
寸
四
分
七
釐
六
毫
六
絲
）
を

指
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る⚧
。

ま
た
、
⑦
に
は
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
そ
の
「
數
」
を
得
て
、
別
に
「
成
書
」（
す
で
に
出
来
上
が
っ
た
著
書
）
が
あ
る
、
と
述
べ
る
。
右
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
そ
の

「
數
」
は
『
楽
律
考
』
に
示
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、「
成
書
」
と
は
、『
楽
律
考
』
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
類
推
で
き
、『
蘐
園
随
筆
』
の
⑦
が
書
か
れ
た
時
点
で
、

『
楽
律
考
』（
あ
る
い
は
『
楽
律
考
』
を
含
む
楽
書
十
巻
な
い
し
『
大
楽
発
揮
』
五
篇
）
が
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
み
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
は
、
⑧
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
⑧
の
原
文
に
お
い
て
傍
線
を
引
い
た
箇
所
は
、
古
文
献
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
徂
徠
は
出
典
を
示
さ
な
い
が
、『
史
記
』「
楽

書
」
に
見
え
る
記
事
と
一
致
し
、
ま
た
、『
韓
氏
外
伝
』
に
も
類
似
し
た
記
事
が
見
え
る
の
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う⚨
。
さ
て
、『
楽
制
篇
』
に
も
、
同
記
事
を
引
用

し
た
箇
所
が
見
え
る
。『
楽
制
篇
』
で
は
、
出
典
を
『
韓
氏
外
伝
』
と
明
記
す
る
が
、
引
用
文
は
⑧
の
そ
れ
と
一
字
も
違
わ
ず
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、『
楽
制
篇
』
で
は
、

こ
の
記
事
に
見
え
る
宮
音
・
商
音
・
角
音
・
徴
音
・
羽
音
が
、
五
つ
の
音
で
は
な
く
、
五
つ
の
調
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
解
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ど
の
曲
に

も
五
音
は
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
あ
る
一
つ
の
音
を
聞
い
て
、
そ
れ
が
人
に
何
か
し
ら
の
効
果
を
与
え
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
よ
う
か
、
と
述
べ
て
い
る⚩
。

こ
の
よ
う
な
『
楽
制
篇
』
の
内
容
と
比
べ
る
と
、
⑧
の
記
述
は
、『
楽
制
篇
』
と
引
用
文
が
一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
対
す
る
徂
徠
自
身
の
解
釈
も
、
ほ
ぼ
同
様

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

続
く
⑨
の
記
述
に
関
し
て
も
、『
楽
制
篇
』
に
、
こ
れ
と
非
常
に
似
通
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。
原
文
を
比
較
照
合
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
、『
楽
制

篇
』
の
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
㚃
高
祖
命
祖
孝
孫
定
樂
八
十
四
㙭
、
而
演
淸
樂
爲
燕
樂
二
十
八
㙭
。
此
㚃
旋
宮
後
、
五
㙭
㘨
㛏
也
。」「
㚃
・
宋
之
後
、

一
八
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古
樂
失
傳
。
故
雖
朱
子
・
蔡
西
山
之
㚘
古
、
㛹
未
免
以
八
十
四
㙭
謂
爲
古
制
、
以
戾
於
㘭
人
易
簡
之
旨
。」
と
あ
る
。
意
訳
す
る
と
、
唐
代
、
八
十
四
調
の
旋
宮
法
に
よ
っ

て
古
楽
の
五
調
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
朱
子
・
蔡
西
山
で
す
ら
八
十
四
調
を
古
制
と
み
な
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
聖
人
の
「
易
簡
」
の
旨
に
背
い
て
い
る
、
と
自

身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、こ
の
内
容
は
、⑨
と
よ
く
合
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
内
容
の
み
な
ら
ず
、両
者
に
同
一
の
語
句（「
雖
朱
子
・

蔡
西
山
之
㚘
古
」「
易
簡
」
等
）
が
見
ら
れ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。

以
上
、『
蘐
園
随
筆
』
中
の
楽
律
に
関
す
る
記
述
を
、『
楽
律
考
』
及
び
『
楽
制
篇
』
と
照
合
し
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
皆
、『
楽
律
考
』『
楽
制
篇
』

に
見
え
る
徂
徠
の
自
説
や
見
解
と
よ
く
合
致
し
て
お
り
、
記
述
方
法
や
用
語
と
い
っ
た
面
で
も
、
明
ら
か
な
共
通
点
が
多
く
見
出
せ
た
。
ま
た
、『
蘐
園
随
筆
』
中
の
⑦

の
記
述
に
見
え
る
「
成
書
」
が
、『
楽
律
考
』
を
指
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
も
、
具
体
的
に
確
認
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、『
楽
律
考
』
及
び
『
楽
制
篇
』
は
、『
蘐
園
随

筆
』
最
終
稿
成
立
時
の
正
徳
二
～
三
年
頃
ま
で
に
は
執
筆
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
て
、
問
題
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
─
二
、
享
保
五
年
二
月
に
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
二
通
と
の
照
合

徂
徠
後
裔
の
荻
生
家
が
蔵
す
る
文
書
中
に
、徂
徠
が
享
保
五
年
に
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
て
提
出
し
た
と
み
ら
れ
る
書
二
通
の
写
し
が
存
す
る
。
内
容
は
律（
音

律
）・
度
量
衡
の
、
特
に
周
尺
に
関
す
る
も
の
で
、
一
通
目
の
冒
頭
に
は
「
庚
子
二
㖲
廿
五
日
㛷
馬
兵
庫
頭
マ
デ
出
(ダ
)ス⚪
」
と
、
二
通
目
冒
頭
に
は
「
二
㖲
廿
七
日
兵

庫
頭
ヨ
リ
再
問
ノ
答
」
と
記
す
。
こ
の
「
㛷
馬
兵
庫
頭
」
と
は
、
将
軍
徳
川
吉
宗
の
御
側
御
用
取
次
を
務
め
た
有
馬
氏
倫
（
一
六
六
八
～
一
七
三
六
）
で
あ
り
、
徂
徠

が
幕
命
に
よ
る
仕
事
（
享
保
十
年
の
朱
載
堉
撰
『
楽
律
全
書
』
校
閲
、
同
十
二
年
の
『
三
五
中
略
』
校
正
な
ど
）
を
受
け
た
際
に
、
仲
介
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。

「
庚
子
」
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
当
た
る
。
さ
て
、
こ
の
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
二
通
（
以
下
「
有
馬
へ
の
答
問
書
」
と
略
記
）
に
も
、『
楽
律
考
』

に
記
す
徂
徠
の
見
解
・
自
説
と
同
様
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
取
り
上
げ
て
、『
楽
律
考
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
の
考
証
を
さ
ら
に
加
え
て
み
る
こ

と
と
す
る
。

ま
ず
、『
楽
律
考
』
と
の
合
致
及
び
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
は
、
律
（
特
に
基
準
音
た
る
黄こ

う

鐘し
よ
うの

音
高
規
定
）
と
尺
度
の
制
度
の
、
歴
代
の
変
遷
に
関
す
る
徂
徠
の
見

解
で
あ
る
。
各
代
の
律
・
尺
に
つ
い
て
は
、
古
来
、
解
釈
や
見
解
が
一
定
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
諸
説
見
え
る
が
、
兎
も
角
も
、
徂
徠
は
『
楽
律
考
』

に
て
次
の
と
お
り
、
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

一
九

荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
（
承
前
）



惟
昔
黃
㙷
軒
轅
氏
、
命
伶
倫
始
制
律
呂
、
而
度
量
衡
皆
生
焉
、
三
代
相
承
、
歷
秦
迨
漢
、
莫
㛷
改
作
。
後
漢
以
來
、
尺
度
訛
長
。
魏
杜
夔
承
喪
亂
之
後
、
莫
㘂
稽

考
、
以
此
制
律
。
而
應
鐘
爲
黃
鐘
、
律
始
變
矣
。
晉
時
荀
勖
妙
解
㕠
律
、
取
協
古
器
、
釐
正
復
舊
。
宋
・
齊
曁
陳
、
一
皆
因
之
。

（
思
う
に
、
昔
、
黄
帝
軒
轅
氏
は
、
伶
倫
に
命
じ
て
初
め
て
律
呂
〔
十
二
律
〕
を
制
作
さ
せ
、
こ
こ
か
ら
度
量
衡
が
皆
、
生
じ
、
三
代
〔
夏
・
殷
・
周
の
三
王
朝
〕

は
順
に
そ
れ
を
受
け
継
い
で
、
秦
を
経
て
漢
に
至
る
ま
で
、
改
作
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
後
漢
以
降
に
、
尺
度
が
誤
っ
て
長
く
な
っ
た
。
魏
の
杜
夔
は
、〔
後

漢
末
の
〕
喪
乱
の
余
波
を
受
け
、
調
査
・
考
証
す
る
す
べ
が
な
く
、
こ
の
〔
長
く
な
っ
て
い
た
〕
尺
度
に
基
づ
い
て
音
律
を
定
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
て
、〔
黄こ

う

鐘し
ょ
うよ

り
一
律
下
の
〕
応
鐘
〔
の
音
の
高
さ
〕
を
黄こ

う

鐘し
ょ
う〔

の
音
高
〕
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
で
初
め
て
音
律
〔
の
基
準
〕
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

晋
の
時
期
、
荀
勖
は
非
常
に
よ
く
音
律
を
理
解
し
て
お
り
、
古
の
器
物
を
用
い
て
正
し
い
音
高
を
求
め
、〔
生
じ
て
い
た
誤
り
を
〕
改
め
正
し
て
元
〔
の
制
度
〕
に

戻
し
た
。〔
南
朝
の
〕
宋
、
斉
か
ら
陳
に
至
る
ま
で
、
全
て
皆
、
こ
れ
〔
荀
勖
が
正
し
た
古
か
ら
の
制
度
〕
を
踏
襲
し
た⚫
。）

一
方
、「
有
馬
へ
の
答
問
書
」（
二
通
目
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

大
略
ヲ
以
テ
云
ハ
バ
、
律
度
量
衡
ハ
、
㙷
王
制
度
ノ
最
㛿
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
果
(タ
)シ
テ
黃
㙷
・
堯
・
舜
・
夏
・
殷
・
周
・
漢
ノ
尺
制
ニ
異
同
ア
ラ
バ
、
經
史
ニ

載
セ
ザ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。『
㙁
漢
書
』
ニ
モ
、
律
度
量
衡
ノ
相
(ヒ
)因
(リ
)テ
生
ズ
ル
理
ヲ
論
ジ
タ
ル
マ
デ
ニ
テ
、
歷
代
ノ
異
制
ア
ル
コ
ト
ヲ
云
ハ
ズ
。
魏

ノ
杜
夔
、
大
亂
ノ
後
、
樂
律
ノ
廢
セ
ル
ヲ
再
興
シ
タ
ル
ニ
、
㗂
(リ
)ア
ル
ニ
因
(リ
)テ
、
晉
ノ
荀
勖
、
樂
ヲ
正
シ
ク
セ
ン
ト
ス
ル
ヨ
リ
、
俗
間
㙳
用
ノ
尺
、
覺
ヘ

ズ
長
ク
ナ
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
、
古
尺
ヲ
考
(ヘ
)出
(ダ
)セ
リ
。…

…

ソ
レ
ヨ
リ
南
㙫
ハ
、
宋
・
齊
・
梁
・
陳
マ
デ
、…

…

㙫
廷
ヨ
リ
改
メ
テ
尺
度
ヲ
制
作
シ

タ
ル
コ
ト
ニ
テ
ハ
、
ナ
キ
ナ
リ
。…

…

荀
勖
ガ
校
定
セ
ル
周
尺
ハ
、
七
種
ノ
古
器
ヲ
以
(テ
)考
(ヘ
)定
メ
、
其
(ノ
)說
タ
シ
カ
ナ
ル…

…

」

前
者
は
音
律
、
後
者
は
尺
制
の
側
面
か
ら
述
べ
て
い
る
た
め
、
記
述
内
容
が
全
て
合
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
特
に
説
が
分
か
れ
る
古
三
代
（
夏
・
殷
・
周
）

の
律
度
量
衡
制
度
に
関
す
る
解
釈
、
晋
の
荀
勖
が
復
元
し
た
律
・
尺
に
対
す
る
解
釈
と
評
価
な
ど
を
含
め
、
両
者
に
述
べ
る
徂
徠
自
身
の
見
解
は
、
一
貫
し
て
よ
く
一

致
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
両
者
に
共
通
す
る
見
解
や
自
説
が
見
ら
れ
る
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

二
〇
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一
、
北
朝
の
律
・
尺
に
つ
い
て
、『
楽
律
考
』
で
は
、「
胡
尺
長
大
、
胡
㕠
重
濁
。
拓
跋
氏
迺
以
夷
狄
崛
强
之
㗹
、
事
不
師
古
、
㛧
㕇
制
作
、
以
新
一
時
耳
目
。」（
胡
〔
北

方
の
異
民
族
〕
の
尺
は
長
大
で
あ
り
、
胡
の
音
は
低
か
っ
た
。
拓
跋
氏
は
、
夷
狄
の
屈
強
な
習
わ
し
に
よ
り
、
物
事
に
つ
い
て
古
を
手
本
と
せ
ず
、
み
だ
り
に
制
度

を
作
り
、
そ
の
当
時
の
世
の
認
識
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
っ
た⚬
。）
と
あ
り
、「
有
馬
へ
の
答
問
書
」（
二
通
目
）
に
は
、「
尺
度
ノ
長
短
、
大
(イ
)ニ
㕉
ヘ
ル
ハ
、
北
㙫

ノ
制
作
ナ
リ
。
北
㙫
ハ
本
、
夷
狄
ナ
リ
。
夷
狄
ノ
㕠
ハ
濁
ル
。
本
國
ノ
濁
レ
ル
㕠
ヲ
用
(ヒ
)テ
、
樂
ヲ
制
作
セ
ン
爲
ニ
、
尺
度
ヲ
長
ク
作
リ
ナ
オ
シ
タ
ル
ナ
リ
。」
と

あ
る
。
両
者
が
述
べ
る
見
解
は
、
お
よ
そ
共
通
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

二
、『
楽
律
考
』
で
は
、
明
の
「
鄭
世
子
」（
朱
載
堉
の
こ
と
。
明
の
鄭
恭
王
朱
厚
烷
の
子
で
「
鄭
世
子
」
と
称
さ
れ
る
）
が
、
黍
を
累か

さ

ね
て⚭
古
の
黄こ

う

鐘し
よ
う

律
管
長
た
る
律

尺
を
求
め
た
こ
と
を
批
判
的
に
取
り
上
げ
、「
㛧
以
己
㕇
、
㘔
以
累
黍
者
也
。」（
妄
り
に
自
分
の
意
に
よ
っ
て
、
黍
を
累
ね
る
方
法
に
よ
っ
て
こ
じ
つ
け
た
も
の
で
あ

る
。）
と
述
べ
て
い
る
。「
有
馬
へ
の
答
問
書
」（
二
通
目
）
で
も
、
同
じ
く
「
鄭
世
子
」
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
共
通
点
が
見
ら
れ
る
が
、
同
書
の
方
で
は
、「『
頖

宮
禮
樂
疏
』・『
類
經
』

〈
マ
マ
類
經
附
㜂
〉

ニ
載
(セ
)タ
ル
㛤
ノ
萬
曆
中
ノ
鄭
世
子
ガ
說
ハ
、
宋
ノ
劉
恕
ガ
『
㙳
鑑
外
紀
』
ニ

〈
マ
マ
㗥
治
㙳
鑑
外
紀
〉

本
ヅ
キ
、
拓
跋
魏
ノ
㒀
孫
崇
等
ガ
杜
撰
セ
ル
縱
黍
・
橫
黍

ノ
算
ヲ
傅
會
シ
テ
、
別
ニ
縱
黍
・
斜
黍
、
一
㙾
ニ
落
(ツ
)ル
コ
ト
ヲ
工
夫
シ
テ
、
巧
(ミ
)ニ
異
說
ヲ
設
ケ
リ
。」
と
、
よ
り
詳
し
く
述
べ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

三
、
本
稿
前
節
の
「
一
─
一
」
で
は
、
徂
徠
が
『
楽
律
考
』
で
、
周
代
（
及
び
漢
代
）
の
一
尺
の
長
さ
を
、
日
本
の
曲
尺
で
七
寸
一
分
九
釐
六
毫
三
絲
と
算
定
し
て
示

し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
数
値
は
、
そ
の
ま
ま
「
有
馬
へ
の
答
問
書
」（
一
通
目
）
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
周
尺
ノ
一
尺
ハ
、
㚃
ノ
大
尺
ノ

七
寸
一
㒻
九
釐
六
毫
三
絲
ナ
リ
。
㚃
ノ
大
尺
ハ
、
㛤
ノ
營
㙉
尺
、
卽
(チ
)、
日
本
ノ
曲
尺
ナ
リ
。」（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
、「
日
本
の
曲

尺
＝
唐
の
大
尺
（
常
用
尺
)＝
明
の
営
造
尺
」
と
す
る
解
釈
も
、『
楽
律
考
』
に
述
べ
る
解
釈
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
そ
の
後
に
は
、「
㚃
ノ
大
尺
ハ
㛤
ノ
營
㙉
尺
ナ
リ

ト
云
(フ
)コ
ト
ハ
、『
頖
宮
禮
樂
疏
』
ニ
見
ユ
。
日
本
ニ
モ
、
王
㝼
ガ
大
泉
・
開
元
㙳
寶
錢
、
今
存
ス
。
校
合
ス
ル
ニ
差
ナ
シ
。
周
尺
ハ
㚃
大
尺
ノ
七
寸
一
㒻
九
釐
六

毫
三
絲
ナ
リ
ト
云
(フ
)コ
ト
ハ
、『
隋
書
』
ノ
律
歷〈

マ
マ
曆
〉志

ニ
據
テ
、
周
尺
ヲ
以
テ
、
後
周
ノ
玉
尺
ヲ
求
メ
、
又
、『
㙳
典
』・『
律
呂
新
書
』
ニ
據
テ
、
後
周
ノ
玉
尺
ヲ
以

テ
、
㚃
ノ
大
尺
ヲ
求
(メ
)テ
、
其
(ノ
)數
ヲ
得
ル
ナ
リ
。」
と
、
こ
の
数
値
（
七
寸
一
分
九
釐
六
毫
三
絲
）
を
算
定
し
た
方
法
と
拠
所
と
し
た
文
献
を
説
明
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
『
楽
律
考
』
に
述
べ
る
内
容⚮
と
合
致
し
て
お
り
、
特
に
食
い
違
う
点
は
見
え
な
い
。

以
上
、
享
保
五
年
に
徂
徠
が
提
出
し
た
「
有
馬
へ
の
答
問
書
」
に
も
、『
楽
律
考
』
に
見
え
る
徂
徠
の
見
解
・
自
説
と
共
通
す
る
内
容
が
、
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
よ
っ
て
、
遅
く
と
も
享
保
五
年
に
は
、『
楽
律
考
』
に
述
べ
る
と
こ
ろ
の
見
解
と
自
説
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。

な
お
「
有
馬
へ
の
答
問
書
」
全
文
の
内
容
は
、
前
述
の
と
お
り
、
周
尺
に
関
す
る
こ
と
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
徂
徠
の
度
量
衡
に
関
す
る
専
著
の
最
終
版
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と
も
言
え
る
、
徂
徠
没
後
に
官
刻
・
公
刊
さ
れ
た
『
度
量
衡
考
』
の
「
度
考⚯
」
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
周
尺
を
今
の
日
本
の
曲
尺
で
七
寸
一
分
九
釐
六
毫
三
絲
に
当
た

る
と
す
る
数
値⚰
と
そ
の
算
定
方
法
は
勿
論
の
こ
と
、
周
尺
に
対
す
る
解
釈
、
歴
代
の
尺
制
の
変
遷
に
関
す
る
見
解
、
累
黍
の
法
、
及
び
こ
の
方
法
に
拠
っ
た
朱
載
堉
に

対
す
る
批
判
な
ど
は
、「
度
考
」
と
「
有
馬
へ
の
答
問
書
」
に
述
べ
る
内
容
の
要
所
が
、
概
ね
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
た
。
よ
っ
て
、
徂
徠
の
尺
制
に
関
す
る

自
論
の
骨
子
は
、
享
保
五
年
に
は
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
将
軍
吉
宗
の
側
近
で
あ
る
有
馬
兵
庫
頭
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
る
ほ
ど
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

ま
た
、
前
々
稿
に
お
い
て
筆
者
は
、
徂
徠
の
弟
の
北
渓
が
、『
楽
律
考
』
に
つ
い
て
「
徂
來
此
書
ヲ
カ
キ
タ
ル
ハ
、
最
初
ノ
事
ニ
テ
、
考
モ
全
ク
ハ
知
レ
ザ
ル
時
ノ
事

ナ
リ
。
其
後
度
量
考
ヲ
㚿
ト
キ
ハ
、
晉
㙁
尺
周
尺
ナ
ル
コ
ト
證
據
㛤
白
ナ
リ
。」（
徂
徠
が
こ
の
書
〔『
楽
律
考
』〕
を
書
い
た
の
は
、
最
初
の
こ
と
で
あ
り
、
考
え
も
全

て
が
わ
か
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、『
度
量
考
』〔「
度
考
」「
量
考
」〕
を
編
ん
だ
時
に
、
晋
の
前
尺
が
周
尺
で
あ
る
と
い
う
そ
の
証
拠
が

明
白
と
な
っ
た⚱
。）
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、『
楽
律
考
』
は
『
度
量
考
』
よ
り
前
に
成
書
し
て
お
り
、
徂
徠
に
お
い
て
は
、
度
量
制
の
研
究
よ
り
も
、
楽
律
の
研
究
の
方

を
先
に
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
点
も
踏
ま
え
る
と
、
前
述
の
と
お
り
、『
度
量
考
』
の
「
度
考
」
に
述
べ
る
と
こ
ろ
の
徂
徠
の
尺
制
に
関
す
る
自

説
の
骨
子
は
、
享
保
五
年
に
は
成
立
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
先
に
、『
楽
律
考
』
が
す
で
に
成
稿
し
て
い
た
と
類
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
─
三
、『
琴
学
大
意
抄
』（
享
保
七
年
浄
書
）
と
の
照
合

徂
徠
の
琴
（
七
絃
琴
）
に
関
す
る
著
作
『
琴
学
大
意
抄
』
は
、
徂
徠
末
裔
の
荻
生
家
に
、
現
在
も
徂
徠
の
自
筆
稿
本
が
存
す
る
。
本
書
最
終
章
の
末
尾
に
は
「
享
保

七
年
壬
寅
四
㖲
二
十
八
日

物
部
茂
卿
」
と
あ
り
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る⚲
。
本
書
中
に
も
、『
楽
律
考
』
及
び
『
楽
制
篇
』

の
執
筆
時
期
を
推
測
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
記
述
が
二
箇
所
見
ら
れ
る
た
め
、
以
下
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
点
目
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
書
の
「
琴
ノ
㙭
(ベ
)樣
ノ
事
」
と
題
す
る
章
に
は
、「
黃
鍾
ハ
今
ノ
ワ
ウ
シ
キ
ナ
リ
。」
と
い
う
記
述
が
見
え
、
そ
の
後
の
割

注
に
は
「
コ
ノ
事
、
別
ニ
考
ア
リ
。
事
長
ケ
レ
バ
、
コ
コ
ニ
シ
ル
サ
ズ
。」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
黃
鍾
ハ
今
ノ
ワ
ウ
シ
キ
ナ
リ
。」
と
い
う
記
述
は
、『
楽
律
考
』

で
十
の
証
拠
を
挙
げ
て
論
じ
て
い
る
徂
徠
の
自
説
（
周
・
漢
の
「
黄こ

う

鐘し
よ
う」

は
今
、
日
本
に
伝
わ
る
十
二
律
の
う
ち
の
「
黄お

う

鐘し
き

（
ワ
ウ
シ
キ
）」
で
あ
る
）
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
説
に
つ
い
て
、「
コ
ノ
事
、
別
ニ
考
ア
リ
。」
と
注
記
す
る
の
で
あ
る
が
、「
黄こ

う

鐘し
よ
う

＝
黄お

う

鐘し
き

（
ワ
ウ
シ
キ
）」
に
つ
い

て
専
門
的
に
論
じ
て
い
る
著
作
は
、
ほ
か
で
も
な
く
『
楽
律
考
』
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
右
の
記
述
に
よ
れ
ば
、『
琴
学
大
意
抄
』
を
執
筆
し
た
時
点
で
、
す
で
に
『
楽
律

考
』
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

二
二
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二
点
目
は
、
本
稿
前
々
節
「
一
─
一
」
に
も
取
り
上
げ
た
古
楽
五
調
を
め
ぐ
る
記
述
で
あ
る
。
前
々
節
で
は
、『
蘐
園
随
筆
』

の
③
に
見
え
る
古
楽
五
調
に
関
す
る
徂
徠
の
自
説
を
取
り
上
げ
、『
楽
制
篇
』
の
執
筆
時
期
を
推
測
す
る
手
掛
か
り
の
一
つ
と

し
た
が
、
こ
の
五
調
に
関
す
る
徂
徠
の
自
説
は
、『
琴
学
大
意
抄
』
の
「
琴
ノ
㙭
(ベ
)樣
ノ
事
」
の
章
に
も
、
よ
り
詳
し
い
解

説
を
加
え
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
見
解
の
結
論
の
部
分⚳
を
表
に
ま
と
め
る
と
、【
表
三
】
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
【
表
三
】
を
、
前
節
の
【
表
一
】・【
表
二
】
と
照
合
し
て
み
る
と
、『
琴
学
大
意
抄
』
で
は
、
五
調
全
て
に
お
い
て
、

琴
調
・
日
本
の
調
・
古
楽
の
調
の
対
応
関
係
を
明
示
し
て
お
り
、『
楽
制
篇
』
が
未
詳
と
し
た
二
調
に
つ
い
て
も
、
自
身
の
見

解
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
調
と
古
楽
の
調
の
対
応
関
係
に
関
す
る
見
解
は
、『
蘐
園
随
筆
』
の
③
が
示
し
た
内
容
と
全
て
合
致
し
て

お
り
、『
蘐
園
随
筆
』
執
筆
の
時
点
か
ら
、
徂
徠
の
見
解
が
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
、
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、『
琴
学
大
意
抄
』
に
お
い
て
は
、『
蘐
園
随
筆
』
が
示

さ
な
か
っ
た
見
解
の
論
拠
も
解
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
解
説
内
容
を
『
楽
制
篇
』
と
比
べ
る
と
、
よ
り
明
快
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
例

え
ば
、『
楽
制
篇
』
で
は
、
正
宮
調
・
縵
角
調
・
清
商
調
が
古
楽
の
瑟
調
・
平
調
・
清
調
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
述
べ
な
が
ら
も
、
そ
の
見
解
の
根
拠
は
特
に
解
説
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、『
琴
学
大
意
抄
』
で
は
、
拠
所
と
す
る
文
献
の
記
述
と
、
そ
れ
に
対
す
る
自
身
の
解
釈
の
方
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る⚴
。
ま
た
『
楽
制
篇
』
で
は
、
琴

調
な
い
し
古
楽
の
調
が
日
本
の
何
調
に
相
当
す
る
の
か
、
明
記
せ
ず
、「
命
調
」
と
い
う
表
現
で
間
接
的
に
示
し
て
い
た
が⚵
、『
琴
学
大
意
抄
』
で
は
、
調
名
を
挙
げ
て

は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る⚶
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
琴
学
大
意
抄
』
は
『
楽
制
篇
』
と
比
べ
て
、
五
調
の
説
に
関
す
る
完
成
度
が
高
い
と
判
断
で
き
、
し
た
が
っ
て
、『
楽
制
篇
』
は
『
琴
学
大
意

抄
』
よ
り
後
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
且
つ
ま
た
、
前
述
の
一
点
目
を
併
せ
る
と
、
遅
く
と
も
『
琴
学
大
意
抄
』
浄
書
の
享
保
七
年
ま

で
に
は
、『
楽
律
考
』『
楽
制
篇
』
が
共
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
は
、
や
は
り
極
め
て
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
前
稿
第
四
章
か
ら
本
稿
第
一
章
ま
で
、
徂
徠
の
他
の
著
述
を
照
合
し
て
、『
楽
律
考
』
の
執
筆
な
い
し
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
証
を
行
っ
た
。
正
徳
元
年
と
同

四
年
の
書
簡
か
ら
は
、『
楽
律
考
』
及
び
『
楽
制
篇
』（
あ
る
い
は
両
書
を
含
む
『
大
楽
発
揮
』
五
篇
な
い
し
楽
書
十
巻
）
の
執
筆
が
、
最
も
早
い
と
こ
ろ
で
、
宝
永
七

年
（
一
七
一
〇
）
ま
で
遡
り
得
る
可
能
性
が
窺
え
た
が
（
前
稿
第
四
章
）、
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
～
三
年
頃
に
最
終
稿
が
成
っ
た
と
み
ら
れ
る
『
蘐
園
随
筆
』
の
記
述

か
ら
も
、
そ
の
時
点
で
、『
楽
律
考
』『
楽
制
篇
』
が
す
で
に
執
筆
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
見
出
せ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
提

二
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【
表
三
】
『
琴
学
大
意
抄
』
よ
り

琴
調

日
本
の
調

古
楽
の
調

一

正
宮
調

黄
鐘
調

瑟
調

二

縵
角
調

平
調

平
調

三

緊
羽
調

壹
越
調

楚
調

四

清
商
調

双
調

清
調

五

縵
宮
調

盤
渉
調

側
調



出
さ
れ
た
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
、
及
び
享
保
七
年
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た
『
琴
学
大
意
抄
』
か
ら
も
、
そ
れ
ら
の
時
点
で
、
や
は
り
両
書
が
す
で
に
成
立
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る
記
述
が
、
多
々
確
認
で
き
た
。

従
来
、『
楽
律
考
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
前
々
稿
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
早
期
成
立
説
と
最
晩
年
成
立
説
の
二
説
が
出
さ
れ
て
き
た
が
、
筆
者
の
こ
こ
ま
で
の

考
証
の
結
果
は
、
右
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
前
々
稿
で
取
り
上
げ
た
荻
生
北
渓
の
「
楽
律
考
解
」、
及
び
前
稿
に
取
り
上
げ
た
宇
佐
見
灊
水
の
「
物
夫
子
著
述
書
目

補
記
」
か
ら
得
ら
れ
た
新
知
見
を
併
せ
、『
楽
律
考
』
は
『
楽
制
篇
』
と
共
に
、
早
期
に
執
筆
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
て
問
題
は
な
い
と
判
断
す
る
。

二
、『
楽
律
考
』
再
晩
年
成
立
説
（
従
来
の
説
）
に
対
す
る
再
検
討

本
稿
前
章
ま
で
の
考
証
の
結
果
、
筆
者
は
、
早
期
成
立
説
を
是
と
す
る
見
解
に
至
っ
た
が
、
最
後
に
、
こ
の
章
で
は
、
最
晩
年
成
立
説
が
そ
の
論
拠
と
し
て
示
し
た

事
柄
を
再
検
討
し
、
さ
ら
な
る
考
証
を
行
い
た
い
。
初
め
に
、
最
晩
年
成
立
説
の
概
要
と
論
拠
を
整
理
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

前
々
稿
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
荻
生
家
先
祖
書
（
由
緒
書
）
等
に
よ
る
と
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
七
月
、
徂
徠
は
幕
府
（
将
軍
吉
宗
）
か
ら
、
明
の
朱
載
堉

の
「
楽
書
」
校
閲
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
十
二
年
六
月
に
は
、「
三
五
中
略
」
校
正
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る⚷
。
な
お
、
そ
の
「
楽
書
」
と
は
、
朱
載
堉
撰
『
楽
律
全

書
』
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る
明
万
暦
三
十
一
年
刊
本
『
楽
律
全
書
』（［
経
65-1］、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
）
が
、
徂
徠
の
校
閲
し
た

そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
す
で
に
大
庭
脩
氏
と
陶
徳
民
氏
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る⚸
。
一
方
、
先
祖
書
に
記
す
「
三
五
中
略
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が

何
を
指
す
の
か
、
徂
徠
が
校
正
し
た
そ
の
も
の
は
何
で
あ
る
の
か
な
ど
、
そ
の
実
態
は
闡
明
さ
れ
て
い
な
い⚹
。

さ
て
、『
楽
律
考
』
に
は
、「
明
鄭
世
子
」
云
々
と
、
朱
載
堉
に
つ
い
て
言
及
し
た
記
述
が
二
箇
所
見
え
る
。
そ
し
て
、
本
書
に
は
ま
た
「
按
樂
書
」
と
い
う
語
句
も

見
え
る
こ
と
か
ら
、
大
庭
氏
は
、
こ
の
「
樂
書
」
が
朱
載
堉
の
楽
書
（『
楽
律
全
書
』）
で
あ
る
と
捉
え
て
、『
楽
律
考
』
は
『
楽
律
全
書
』
校
閲
作
業
の
結
果
で
き
た
も

の
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
た⚺
。
陶
氏
も
同
じ
く
、『
楽
律
考
』
に
は
朱
載
堉
に
つ
い
て
言
及
し
た
記
述
が
二
箇
所
見
え
る
こ
と
を
挙
げ
、
ま
た
、
そ
の
一
方
で
、
享
保
七

年
浄
書
『
琴
学
大
意
抄
』
に
朱
載
堉
の
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
、
さ
ら
に
は
、
享
保
十
二
年
に
徂
徠
が
幕
命
に
て
『
三
五
中
略
』
校
正
を
行
っ
た
こ
と
に
も
注

目
し
、『
楽
律
考
』
は
、『
楽
律
全
書
』
校
閲
と
『
三
五
中
略
』
校
正
を
媒
介
と
し
て
、
徂
徠
の
こ
れ
ま
で
の
学
問
的
蓄
積
が
噴
出
し
、
成
立
し
た
と
い
う
見
解
を
示
さ

れ
た⚻
。

以
上
が
、
最
晩
年
成
立
説
の
概
要
で
あ
る
が
、
そ
の
論
拠
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
柄
は
、
次
の
四
点
に
集
約
さ
れ
よ
う
。
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〈
ア
〉『
楽
律
考
』
中
に
朱
載
堉
（「
鄭
世
子
」）
に
つ
い
て
言
及
し
た
記
述
が
二
箇
所
見
え
る
こ
と
。

〈
イ
〉『
琴
学
大
意
抄
』
中
に
朱
載
堉
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

〈
ウ
〉『
楽
律
考
』
中
に
「
按
樂ㅟ

書ㅟ

」
と
見
え
る
こ
と
。

〈
エ
〉
享
保
十
二
年
に
徂
徠
が
『
三
五
中
略
』
校
正
御
用
を
行
っ
た
こ
と
。

本
稿
で
は
、
右
に
挙
げ
た
各
事
柄
が
、
最
晩
年
成
立
説
を
立
証
す
る
根
拠
に
な
り
得
る
の
か
否
か
、
改
め
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
が
、〈
エ
〉
の
問
題
の
み
は
、

こ
こ
に
取
り
上
げ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、『
三
五
中
略
』
が
琵
琶
譜
集
成
の
伝
本
の
類
で
あ
る
と
み
ら
れ
、『
楽
律
考
』
執
筆
と
の
直
接
的
な
関
連
性
は
ま
ず
見
出
せ
な
い

と
思
わ
れ
る
こ
と
も
、
そ
の
理
由
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
『
三
五
中
略
』
自
体
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
校
正
御
用
の
実
態
が
未
詳
で
あ
る
ま
ま
の
現
時
点
で
は
、

当
該
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。『
三
五
中
略
』
校
正
御
用
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
周
辺
資
料⚼
も
加
え
て
、
今

後
、
別
稿
に
て
考
察
し
た
い
。
よ
っ
て
、
以
下
で
は
、
右
の
〈
ア
〉
を
次
節
「
二
─
一
」
に
取
り
上
げ
て
考
証
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
次
の
「
二
─
二
」
に
述

べ
、「
二
─
三
」
で
は
〈
イ
〉
を
、「
二
─
四
」
で
は
〈
ウ
〉
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

二
─
一
、『
楽
律
考
』
中
に
見
え
る
、
鄭
世
子
（
朱
載
堉
）
に
つ
い
て
言
及
し
た
記
述
二
箇
所
に
つ
い
て

前
述
の
と
お
り
、『
楽
律
考
』
中
に
は
、「
鄭
世
子
」
云
々
と
朱
載
堉
に
言
及
し
た
記
述
が
二
箇
所
見
え
、
こ
の
こ
と
か
ら
、『
楽
律
考
』
は
、
享
保
十
年
の
朱
載
堉
撰

『
楽
律
全
書
』
校
閲
後
に
成
立
し
た
、
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
当
該
記
述
二
箇
所
の
内
容
は
、
江
戸
前
期
か
ら
す
で
に
音
律
と
度
量
衡

研
究
の
分
野
で
参
照
さ
れ
、
享
保
十
年
以
前
に
徂
徠
も
読
ん
で
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
、
明
の
李
之
藻
撰
『
頖
宮
礼
楽
疏
』
及
び
張
介
賓
撰
『
類
経
附
翼⚽
』
に
引
く

「
鄭
世
子
」（
朱
載
堉
）
の
律
尺
の
説
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、『
楽
律
全
書
』
を
未
見
で
あ
っ
て
も
、
充
分
執
筆
可
能
な
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、『
楽
律
考
』
の
当
該
記
述
箇
所
の
内
容
を
精
査
し
、
そ
の
出
典
を
探
る
こ
と
で
、
右
の
判
断
に
至
る
ま
で
の
考
証
の
過
程
を
説
明
す
る
。

本
稿
の
前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
楽
律
考
』
前
半
部
に
は
、
音
律
（
十
二
律
）
の
基
準
音
で
あ
る
黄こ

う

鐘し
よ
うの

音
高
規
定
の
、
歴
代
の
変
遷
に
つ
い
て
、
徂
徠
自
身
の

解
釈
や
見
解
が
簡
略
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
、
実
際
に
は
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
黄
鐘
の
音
高
規
定
の
説
に
つ
い
て
も
、
幾
つ
か
挙
げ
て
お
り
、
そ
こ
に
、
朱

載
堉
に
言
及
す
る
記
述
の
一
箇
所
目
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
其
未
施
行
者
、
宋
李
照
・
范
鎭
、
以
林
鐘
爲
黃
鐘
。
劉
幾
、
同
㚃
制
。
明
鄭
世
子
、
同
崇
寧
制
。」（
傍

線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
あ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
記
述
の
前
に
、「
崇
寧
時
、
魏
漢
津
以
夷
則
爲
黃
鐘
。」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
と
、
つ
ま
り
、
鄭
世
子
（
朱

二
五

荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
（
承
前
）



載
堉
）
が
定
め
た
黄
鐘
の
音
高
は
、
宋
の
崇
寧
年
間
（
一
一
〇
二
～
一
一
〇
六
）
に
魏
漢
津
が
定
め
た
黄
鐘
の
音
高
規
定
と
同
じ
く
、
周
・
漢
代
の
音
律
制
度
の
十
二

律
上
で
は
（
黄
鐘
よ
り
四
律
下
の
）「
夷
則
」
に
当
た
る
、
と
い
う
解
釈
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

ま
た
、『
楽
律
考
』
後
半
部
で
は
、
本
書
前
半
部
に
挙
げ
た
歴
代
各
黄
鐘
の
音
高
の
根
拠
と
し
て
、
各
黄
鐘
の
律
管
の
長
さ
の
数
値
（
周
・
漢
の
尺
で
は
何
尺
何
寸
に

当
た
る
の
か
）
を
示
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
数
値
を
折
半
し
た
（
一
オ
ク
タ
ー
ブ
上
げ
た
）
律
管
長
か
ら
知
ら
れ
る
音
高
（
周
・
漢
の
十
二
律
の
上
で
は
何
律
に
当
た
る

の
か
）
を
列
記
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
朱
載
堉
に
言
及
す
る
記
述
の
二
箇
所
目
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
㛤
鄭
世
子
黃
鐘
、
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
。
折
㚢
得
五
寸
七

㒻
九
釐
、
爲
夷
則
强
也
。」
と
述
べ
、
先
に
本
書
前
半
部
の
記
述
に
て
、
鄭
世
子
の
黄
鐘
音
高
が
夷
則
に
当
た
る
と
述
べ
た
根
拠
を
、
律
管
長
の
数
値
で
示
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
「
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
」
と
い
う
数
値
を
、
徂
徠
は
何
に
基
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
算
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
㛤
鄭
世
子
黃
鐘
、
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
」
の
数
値
を
含
め
、
本
書
後
半
部
に
挙
げ
る
各
黄
鐘
律
管
長
の
数
値
は
、
徂
徠
が
何
に
基
づ
い
て
ど
の

よ
う
に
計
算
し
た
の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
、
本
書
中
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い⚾
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
将
軍
吉
宗
に
献
上
さ
れ
た
『
楽
律
考
』
に
附

載
す
る
荻
生
北
渓
の
「
楽
律
ノ
考
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
［
特
63-1］『
名
家
叢
書
』
第
五
七
冊
「
荻
生
考
」
収
載
）
や
「
楽
律
考
解
」（
詳
し
く
は
前
々
稿
参
照
）
に
注
記

や
補
足
が
あ
る
。
ま
た
、
後
に
公
刊
さ
れ
た
『
度
量
衡
考
』「
度
考
」、
及
び
北
渓
が
吉
宗
に
提
出
し
た
「
歴
代
尺
ノ
考
」（『
名
家
叢
書
』
第
六
二
冊
「
荻
生
考
」
収
載
）

等
に
記
載
す
る
、
歴
代
の
尺
度
に
関
す
る
徂
徠
の
解
釈
を
参
照
し
て
も
、『
楽
律
考
』
に
挙
げ
る
黄
鐘
律
管
長
の
数
値
の
ほ
と
ん
ど
は
、
如
何
な
る
文
献
の
記
述
に
基
づ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
た
も
の
か
、
お
お
よ
そ
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る⚿
。
さ
ら
に
、
本
書
に
は
山
県
大
弐
（
一
七
二
五
～
一
七
六
七
）
と
蒔
田
雁
門
（
？

～
一
八
五
〇
）
の
注
釈
本
（『
山
県
大
弐
遺
著
』（
一
九
一
四
年
、
甲
陽
図
書
刊
行
会
）
所
収
「
楽
律
考
」、
蒔
田
雁
門
注
『
大
楽
発
揮
摘
註
』（
天
保
九
年
刊
）
巻
上
「
楽

律
考
」）
も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
も
、
あ
る
程
度
の
解
説
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
掲
の
鄭
世
子
（
朱
載
堉
）
の
黄
鐘
律
管
長
に
つ
い
て
は
、
北
渓
の
「
楽
律
ノ
考
」
と

「
楽
律
考
解
」
に
も
特
に
解
説
は
な
く⛀
、
山
県
大
弐
の
注
に
お
い
て
は
、
徂
徠
の
説
に
矛
盾
が
あ
り
、
計
算
の
誤
り
や
数
値
の
誤
引
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る⛁
（
後
述
）。

と
い
う
こ
と
で
、
徂
徠
の
誤
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
も
含
め
た
上
で
、
山
県
大
弐
の
注
を
参
照
し
な
が
ら
、
徂
徠
が
『
楽
律
考
』
に
て
「
㛤
鄭
世

子
黃
鐘
、
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
。」
と
記
す
数
値
の
出
所
を
推
測
し
、
そ
の
出
典
を
探
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
次
の
（
一
）（
二
）
に
述
べ
る
よ
う
に
、
二
つ
の
可
能
性
が

見
出
せ
た
。
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（
一
）「
㛤
Ṅ
世
子
黃
鐘
、
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
」
の
出
典
─
そ
の
一
─

『
頖
宮
礼
楽
疏
』
巻
四
「
律
尺
詁
」
に
は
、「
鄭
世
子…

…

以
爲
工
部
營
㙉
尺
去
二
寸
、
當
大
泉
九
枚
、
當
開
元
錢
十
枚
、
當
縱
黍
八
十
一
、
當
橫
黍
百
、
爲
眞
黃
鐘
。」

と
あ
り⛂
、
鄭
世
子
が
、
営
造
尺
の
八
寸
を
「
眞
黃
鐘
」
の
律
管
長
と
み
な
し
た
こ
と
が
、
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徂
徠
が
『
楽
律
考
』
で
、「
唐
の
常
用
尺
＝
明
の

営
造
尺
＝
日
本
の
曲
尺
」
で
あ
る
と
し
、
周
尺
一
尺
を
曲
尺
の
七
寸
一
分
九
釐
六
毫
三
絲
（
周
尺
＝
曲
尺
0.71963）
と
算
定
し
た
の
は
、
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る⛃
。

よ
っ
て
、
こ
の
『
頖
宮
礼
楽
疏
』「
律
尺
詁
」
の
記
述
を
参
照
す
る
だ
け
で
、
徂
徠
は
、
鄭
世
子
が
定
め
た
「
眞
黃
鐘
」
の
長
さ
（
明
の
（
工
部
）
営
造
尺
八
寸
＝
日
本

の
曲
尺
八
寸
）
を
、
自
身
が
算
定
し
た
「
周
尺
＝
曲
尺
0.71963」
の
比
率
に
よ
っ
て
、
周
尺
に
よ
る
数
値
に
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
㛤

鄭
世
子
黃
鐘
、
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
」
の
数
値
は
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
計
算
し
て
出
し
た
可
能
性
が
、
ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

た
だ
し
、『
楽
律
考
』
に
述
べ
る
徂
徠
自
説
の
数
値
に
従
っ
て
計
算
す
る
と
、
大
弐
が
指
摘
す
る
と
お
り⛄
、
本
書
に
記
載
す
る
「
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
」
の
数
に
は
な

ら
な
い
（
0.8÷

0.71963≒

1.11168≒
一
尺
一
寸
一
㒻
一
釐
）。
さ
ら
に
疑
わ
し
い
の
は
、
ま
た
大
弐
も
述
べ
る
よ
う
に⛅
、
こ
こ
に
示
す
「
㛤
鄭
世
子
黃
鐘
、
一
尺
一

寸
五
㒻
八
釐
」
と
い
う
数
が
、
徂
徠
が
度
々
参
照
し
、「
周
尺
＝
曲
尺
0.71963」
の
数
値
を
出
す
際
に
も
使
う
、『
隋
書
』「
律
暦
志
」「
審
度
」
に
載
せ
る
周
尺
（
晋
前

尺
）
一
尺
に
対
す
る
後
周
玉
尺
の
数
値
「
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐⛆
」
と
、
全
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
単
に
誤
っ
て
、
こ
の
数
を
鄭
世
子
の
黄
鐘
の
と

こ
ろ
に
書
き
入
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
㛤
鄭
世
子
黃
鐘
」
の
数
値
は
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
巻
四
「
律
尺
詁
」
の
記
述
に
拠
る
だ
け
で
、

充
分
、
算
出
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
認
め
ら
れ
よ
う
。

（
二
）「
㛤
Ṅ
世
子
黃
鐘
、
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
」
の
出
典
─
そ
の
二
─

『
頖
宮
礼
楽
疏
』
巻
四
「
律
尺
詁
」
に
は
、
右
の
（
一
）
に
引
用
し
た
記
述
の
後
に
、「
今
取
㘂
定
黃
鐘
尺
用
九
用
十
凡
兩
式
、
列
圖
於
左
。」
と
述
べ
、
縦
黍
尺
・
横

黍
尺
の
二
種
か
ら
成
る
「
眞
黃
鐘
」
の
律
尺
の
図
を
載
せ
て
い
る
（【
図
1
】
参
照
）。
な
お
、
こ
の
図
の
縦
黍
尺
の
下
に
「
軒
轅
氏
尺
」
と
記
す
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
鄭
世
子
は
、
縦
黍
を
八
十
一
累
ね
た
縦
黍
尺
の
長
さ
が
、
十
二
律
の
起
源
と
さ
れ
る
、
黄
帝
（
軒
轅
氏
）
が
作
ら
せ
た
と
伝
え
ら
れ
る
黄
鐘
律
管
九
寸
の

長
さ
に
当
た
り
、
且
つ
そ
の
長
さ
は
、
横
黍
を
百
累
ね
た
長
さ
（
夏
后
氏
尺
十
寸
）
に
相
当
す
る
と
考
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
縦
黍
尺
・
横
黍
尺
の
図
の
長
さ

は
、
鄭
世
子
の
考
え
る
と
こ
ろ
の
「
眞
黃
鐘
」
の
律
管
長
に
当
た
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
、『
楽
律
考
』
に
「
㛤
鄭
世
子
黃
鐘
、
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
」
と
述
べ
る
数
値
は
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
に
記
載
さ
れ
た
こ
の
律
尺
の
図
を
、
徂
徠
が
直
接
、
当

二
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時
の
曲
尺
で
測
り
、
そ
れ
を
周
尺
の
長
さ
に
換
算
し
た
も
の
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

実
際
、
徂
徠
よ
り
先
に
楽
律
・
度
量
衡
研
究
を
行
っ
た
中
村
惕
斎
は
、
こ
の
図
を
測
っ
て
、『
律
尺
考
験
』

の
「
頖
宮
禮
樂
疏
尺
式
」
の
項
に
取
り
上
げ
た⛇
。
よ
っ
て
、
徂
徠
も
こ
の
図
を
測
っ
た
可
能
性
は
、
想
定

内
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
徂
徠
が
目
に
し
た
『
頖
宮
礼
楽
疏
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
特
定
で
き

て
い
な
い
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
諸
本
を
確
認
す
る
限
り
、
当
時
の
日
本
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
版

本
は
、
明
の
万
暦
四
十
六
年
序
刊
本
（
馮
時
来
刻
本
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る⛈
。

と
い
う
こ
と
で
、
試
し
に
、
日
本
に
将
来
さ
れ
た
『
頖
宮
礼
楽
疏
』
万
暦
四
十
六
年
序
刊
本
─
林
鵞
峰

旧
蔵
本
（
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫
所
蔵
［AC

006］）
を
使
用
─
に
記
載
す
る
当
該
律
尺
図
を
実
際

に
測
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
筆
者
の
測
定
で
は
、
そ
の
長
さ
は
25.2cm

か
ら
25.3cm

の
間
ほ
ど
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
仮
に
、
そ
の
間
を
と
っ
て
25.25cm

と
す
る
と
、
こ
れ
は
曲
尺
（
＝
10/33m

）
で
約
0.83325

尺
で
あ
り
、
つ
ま
り
徂
徠
が
こ
の
図
を
測
っ
た
長
さ
が
曲
尺
で
0.83325尺
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
曲
尺
0.83325尺
を
、
徂
徠
の
自
説
に
よ
る
周
尺
の
比
率
（
周
尺
＝
曲
尺
0.71963）

で
換
算
す
る
と（
0.83325÷

0.71963＝
1.1578866…≒

1.158）、ま
さ
に
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
と
な
り
、

『
楽
律
考
』
に
「
㛤
鄭
世
子
黃
鐘
、
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
」
と
述
べ
る
数
値
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、（
一
）
と
（
二
）
の
出
典
考
証
の
結
果
、『
楽
律
考
』
中
に
見
え
る
、
朱
載
堉
の
黄
鐘
律
管
長
に
関
す
る
二
箇
所
の
記
述
（「
明
鄭
世
子
、
同
崇
寧
制
。」「
㛤
鄭

世
子
黃
鐘
、
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
。」）
は
、
朱
載
堉
撰
『
楽
律
全
書
』
を
見
て
い
な
く
と
も
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
巻
四
「
律
尺
詁
」
に
引
く
鄭
世
子
（
朱
載
堉
）
の
律
尺

の
説
と
そ
の
図
に
基
づ
い
て
、
執
筆
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
さ
て
、
ま
た
一
方
で
、
徂
徠
が
『
頖
宮
礼
楽
疏
』
を
、
享
保
十
年
の
『
楽
律
全

書
』
校
閲
よ
り
前
に
読
ん
で
い
た
こ
と
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
と
『
類
経
附
翼
』
を
通
し
て
、
す
で
に
朱
載
堉
の
律
尺
の
説
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
も
、
確
か
で
あ
る⛉
。
し

た
が
っ
て
、『
楽
律
考
』
中
に
朱
載
堉
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
と
は
言
え
、
こ
の
点
に
よ
っ
て
、『
楽
律
考
』
が
『
楽
律
全
書
』
校
閲
後
に
成
立
し
た
と
み
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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【図 1】『頖宮礼楽疏』巻四「律尺詁」より
（静岡県立中央図書館葵文庫所蔵［AC006］)



二
─
二
、
補
足
─
前
節
に
お
け
る
考
証
の
過
程
で
得
ら
れ
た
知
見
に
つ
い
て
─

こ
こ
で
は
、
前
節
「
二
─
一
」
に
お
け
る
考
証
の
過
程
で
発
現
し
た
知
見
二
点
を
、
補
足
と
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
二
点
と
も
『
楽
律
考
』
の
成
立
時
期
を
特
定

す
る
論
拠
に
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
傍
証
に
は
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
本
書
執
筆
の
背
景
に
関
す
る
有
益
な
情
報
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
点
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
楽
律
考
』
第
十
証
に
は
、
黄こ

う

鐘し
よ
う

律
管
長
を
九
寸
と
し
た
場
合
の
十
二
律
の
各
律
長
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
迺
以
十
二
律
長
、
黃
鐘
九
寸
、
林
鐘
六
寸

零
零
六
毫
六
絲
、
太
簇
八
寸
零
一
釐
七
毫
二
絲
、
南
呂
五
寸
三
㒻
五
釐
一
毫
四
絲
、
姑
洗
七
寸
一
㒻
四
釐
三
毫
三
絲
、
應
鐘
四
寸
七
㒻
六
釐
七
毫
三
絲
、
蕤
賓
六
寸
三

㒻
六
釐
三
毫
九
絲
、
大
呂
八
寸
四
㒻
九
釐
四
毫
二
絲
、
夷
則
五
寸
六
㒻
六
釐
九
毫
一
絲
、
夾
鐘
七
寸
五
㒻
六
釐
七
毫
二
絲
、
無
射
五
寸
零
五
釐
零
八
絲
、
中
呂
六
寸
七

㒻
四
釐
一
毫
九
絲
。」
と
記
す
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
十
二
律
の
数
値
は
、
古
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
三
分
損
益
法
に
よ
る
値
で
は
な
く
、
お
よ
そ
平
均
律
の
値
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
高
橋
博
巳
氏
の
『
江
戸
の
バ
ロ
ッ
ク
─
徂
徠
学
の
周
辺
─
』
で
指

摘
さ
れ
て
い
て
、
氏
は
、「
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
じ
つ
は
す
べ
て
（
筆
者
注
：
中
根
）
元
圭
が
『
律
原
発
揮
』

で
提
案
し
た
平
均
律
の
計
算
法
に
依
っ
て
い
る
の
で
あ
る⛊
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
し
実
際
の
と

こ
ろ
、
厳
密
に
数
値
を
照
合
す
る
と
、
こ
れ
ら
十
二
律
の
う
ち
の
八
律
の
数
値
が
、
中
根
元
圭
の
平
均
律

に
よ
る
数
値
と
は
微
妙
に
違
っ
て
お
り
、
つ
ま
り
誤
差
が
見
ら
れ
、
よ
っ
て
、
元
圭
の
計
算
法
に
拠
っ
た

と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
ま
た
平
均
律
と
言
え
ば
、
元
圭
よ
り
先
に
朱
載
堉
が
平
均
律
を
発
見
し
た
の

は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
楽
律
考
』
に
載
せ
る
数
値
は
、
同
じ
く
、
朱
載
堉
の
平
均
律
（『
律
暦
融

通
』『
律
学
新
説
』『
律
呂
精
義
』、
及
び
そ
れ
ら
を
収
載
し
た
『
楽
律
全
書
』
に
見
え
る
）
と
も
誤
差
が
あ

る
わ
け
で
、
や
は
り
、
朱
載
堉
の
著
作
か
ら
引
い
た
も
の
で
も
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
徂
徠
は
、
何
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
比
較
照
合
の
結
果
、
こ
れ
も
『
頖
宮
礼
楽
疏
』
に
拠
る
こ
と

が
、
以
下
の
と
お
り
確
認
で
き
た
。

前
節
「
二
─
一
」
に
前
掲
し
た
よ
う
に
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
巻
四
「
律
尺
詁
」
に
は
、
鄭
世
子
（
朱
載
堉
）

の
律
尺
の
図
（【
図
1
】
参
照
）
を
載
せ
る
が
、
そ
の
後
に
は
、「
三
十
六
律
橫
黍
定
算
」
と
題
す
る
、
三

二
九

荻
生
徂
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（
承
前
）

【図 2】『頖宮礼楽疏』巻四「三十六律横黍定算」より
（静岡県立中央図書館葵文庫所蔵［AC006］）



種
（
黄
鐘
律
長
二
尺
に
よ
る
倍
律
・
一
尺
に
よ
る
正
律
・
五
寸
に
よ
る
半
律
）
の
十
二
律
の
各
数
値
が
列
記
さ
れ
て
い
る
（【
図
2
】
参
照
）。
こ
の
三
種
の
う
ち
、
黄

鐘
律
長
を
一
尺
と
し
た
正
律
十
二
律
の
各
数
値
に
0.9を
乗
ず
る
と
、『
楽
律
考
』
に
記
す
右
の
十
二
律
の
数
値
に
、
全
て
合
致
す
る
の
で
あ
る⛋
。『
楽
律
考
』
で
は
、
黄

鐘
律
管
を
周
・
漢
尺
の
九
寸
と
し
て
、
歴
代
の
黄
鐘
律
管
長
を
計
算
し
て
い
る
の
で
、
徂
徠
は
単
に
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
に
載
せ
る
正
律
黄
鐘
長
さ
一
尺
と
し
た
十
二
律

の
各
数
値
を
、
黄
鐘
九
寸
と
す
る
長
さ
に
換
算
し
た
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
頖
宮
礼
楽
疏
』「
三
十
六
律
橫
黍
定
算
」
に
載
せ
る
十
二
律
の
数
値
は
、
筆
者
の
判
断
で
は
、
同
書
巻
四
「
楽
律
疏
」
に
簡
略
に
記
載
す
る
朱
載

堉
の
平
均
律
計
算
方
法
の
一
つ
（『
律
暦
融
通
』
に
著
し
た
方
法
）
に
拠
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
よ
く
調
べ
る
と
、
こ
れ
ら
正
律
十
二
律
の
数
値
は
、
朱
載
堉

が
『
律
暦
融
通
』
中
に
示
し
た
、
五
度
上
と
四
度
下
の
音
程
を
求
め
る
た
め
の
比
数
「
500000000/749153538」
と
「
1000000000/749153538」
を
、「
5000/7491」

と
「
10000/7491」
に
端
折
り
、
ま
た
「
毫
」
の
位
よ
り
下
を
切
り
捨
て
て
、
算
出
し
た
数
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
数
の
中
に
は
、
計
算
の
誤
り

か
誤
記
と
思
し
き
箇
所
も
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』「
三
十
六
律
橫
黍
定
算
」
に
載
せ
る
十
二
平
均
律
の
数
値
は
、
不
完
全
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
不
完
全
な
数
値
を
、
単
に
九
寸
に
換
算
し
た
数
が
、『
楽
律
考
』
に
「
黃
鐘
九
寸
、
林
鐘
六
寸
零
零
六
毫
六
絲
、
太
簇
八
寸
零
一
釐
七
毫
二
絲
、…

…

」

と
列
記
す
る
十
二
律
の
数
値
と
、
完
全
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
楽
律
考
』
の
当
該
十
二
律
の
数
値
は
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
に
拠
っ
て
換
算
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
徂
徠
が
『
楽
律
考
』
執
筆
の
際
に
は
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
を
よ
く
用
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
と
い
う
こ
と
で
、『
楽
律
考
』

に
は
、
お
よ
そ
平
均
律
と
み
ら
れ
る
数
値
を
載
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
も
ま
た
、
朱
載
堉
の
著
作
を
直
接
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
に
拠
っ
た
の

で
あ
り
、『
楽
律
考
』
は
、
や
は
り
『
楽
律
全
書
』
未
見
の
状
態
で
執
筆
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
筆
者
が
考
証
の
過
程
で
発
現
し
た
補
足
的
知
見
二
点
の
う
ち
の
第
一
点
で
あ
る
。
以
下
は
、
二
点
目
で
あ
る
。

前
掲
し
た
如
く
、『
楽
律
考
』
に
お
い
て
は
、
朱
載
堉
の
こ
と
を
「
鄭
世
子
」
と
記
す
。
本
書
執
筆
の
際
に
、
徂
徠
が
参
照
し
た
と
み
ら
れ
る
『
頖
宮
礼
楽
疏
』
で
は
、

朱
載
堉
を
「
鄭
世
子
」
と
称
し
、
且
つ
、『
類
経
附
翼
』
で
も
「
鄭
世
子
」
と
記
す
こ
と
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
享
保
五
年
の
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
に
お
い

て
も
、
徂
徠
は
「
鄭
世
子
」
と
述
べ
て
い
る
。
翻
っ
て
、
享
保
十
年
七
月
の
『
楽
律
全
書
』
校
閲
後
の
徂
徠
の
著
述
で
は
、「
朱
載
堉
」
と
称
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

例
え
ば
、
最
近
、
筆
者
は
、
徂
徠
の
中
根
元
圭
に
宛
て
た
書
簡
四
通
の
写
し
と
思
し
き
も
の
を
見
出
し
た
が
、
そ
の
中
の
、
享
保
十
年
八
月
十
五
日
の
執
筆
と
推
定
で

き
る
一
通
に
は
、
さ
っ
そ
く
「
朱
載
堉
」
と
記
し
て
い
る
の
が
、
注
目
さ
れ
る⛌
。
比
較
で
き
る
著
述
が
少
な
い
た
め
、
断
定
は
で
き
な
い
が
、
徂
徠
が
「
鄭
世
子
」
と

記
す
著
述
は
、『
楽
律
全
書
』
校
閲
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を
入
れ
て
み
て
も
、『
楽
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律
考
』
の
執
筆
と
成
立
時
期
は
、『
楽
律
全
書
』
校
閲
前
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
─
三
、『
琴
学
大
意
抄
』
中
に
朱
載
堉
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て

前
述
の
如
く
、『
楽
律
考
』
中
に
鄭
世
子
（
朱
載
堉
）
が
言
及
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、『
琴
学
大
意
抄
』（
享
保
七
年
）
に
は
朱
載
堉
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
先
行
研
究
で
は
、『
楽
律
考
』
が
『
琴
学
大
意
抄
』
よ
り
後
の
、
享
保
十
年
『
楽
律
全
書
』
校
閲
後
に
成
立
し
た
と
す
る
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
楽

律
考
』
で
鄭
世
子
に
言
及
し
た
記
述
が
、『
楽
律
全
書
』
未
見
で
も
執
筆
可
能
な
内
容
で
あ
る
こ
と
は
、
前
々
節
の
「
二
─
一
」
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、『
琴

学
大
意
抄
』
が
朱
載
堉
に
言
及
し
な
い
の
は
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、『
楽
律
考
』
が
論
ず
る
の
は
、
音
律
（
十
二
律
）、

特
に
十
二
律
の
基
準
音
で
あ
る
黄こ

う

鐘し
よ
うの

音
高
規
定
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
諸
説
の
一
つ
と
し
て
、
朱
載
堉
の
黄
鐘
（
律
尺
）
の
説
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、『
琴
学
大
意
抄
』
は
、
琴
（
七
絃
琴
）
の
専
著
で
あ
る
。
本
書
が
論
じ
る
の
は
、
琴
に
関
す
る
各
事
項
（
歴
史
・
構
造
・
奏
法
な
ど
）
と
、
日
本
に
現
存
す
る
琴

の
古
楽
譜
『
幽
蘭
』（『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』）
の
復
元
と
再
興
を
め
ぐ
る
問
題
、
琴
調
を
含
む
調
の
問
題
な
ど
で
あ
り⛍
、
朱
載
堉
の
黄
鐘
の
説
を
取
り
上
げ
る
必
要
は
全

く
な
い
の
で
あ
る
。
同
じ
く
、
調
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
『
楽
制
篇
』
も
、
朱
載
堉
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
な
お
、『
琴
学
大
意
抄
』
で
徂
徠
が
参
照

し
た
の
は
、『
幽
蘭
』
及
び
こ
れ
と
共
に
伝
え
ら
れ
た
古
指
法
書
（『
琴
用
指
法
』）
の
ほ
か
、（
本
文
中
に
書
名
を
明
記
し
て
い
る
も
の
に
限
れ
ば
）
明
の
張
大
命
輯
『
琴

経
』、
明
の
唐
順
之
輯
『
荊
川
先
生
稗
編
』、
そ
し
て
、
ま
た
し
て
も
『
頖
宮
礼
楽
疏
』
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る⛎
。

二
─
四
、『
楽
律
考
』
中
に
記
す
「
按
樂ㅟ

書ㅟ

」
の
「
樂
書
」
に
つ
い
て

『
楽
律
考
』
に
は
「
按
樂ㅟ

書ㅟ

」
と
い
う
語
句
が
見
え
る
。
こ
の
「
樂ㅟ

書ㅟ

」
が
、
朱
載
堉
の
楽
書
（『
楽
律
全
書
』）
を
指
す
と
捉
え
て
、『
楽
律
考
』
が
『
楽
律
全
書
』

校
閲
作
業
の
結
果
で
き
た
も
の
と
い
う
説
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
示
さ
れ
て
き
た
の
は
、
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、「
樂
書
」
と
は
一
般
名
詞
の
可
能
性
も

あ
り
、
固
有
名
詞
の
可
能
性
も
あ
り
、
日
本
の
楽
書
を
指
す
場
合
も
、
中
国
の
楽
書
を
指
す
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
対
応
す
る
記
述
内
容
を
照
合

せ
ず
に
、
楽
書
と
い
う
語
の
み
か
ら
、
こ
れ
を
直
ち
に
朱
載
堉
の
楽
書
（『
楽
律
全
書
』）
と
み
な
す
の
は
、
根
拠
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以

下
で
は
、『
楽
律
考
』
の
「
按
樂
書
」
と
記
す
箇
所
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
事
柄
が
、『
楽
律
全
書
』
中
に
見
え
る
の
か
、
ま
た
見
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
書
中
に
如
何
に

記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。
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『
楽
律
考
』
の
当
該
記
述
箇
所
は
、
徂
徠
の
自
説
「
日
本
の
黄お

う

鐘し
き

＝
(中
国
）
周
・
漢
代
の
黄こ

う

鐘し
ょ
う」

を
論
証
す
る
た
め
に
挙
げ
た
十
証
の
う
ち
の
、
第
四
証
中
に
見
え

る
。
こ
こ
に
第
四
証
全
文
を
引
用
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
な
お
試
訳
を
添
え
て
、
記
述
内
容
を
【
表
四
】
に
示
し
た
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

樂
家
稱
龍
吟
爲
下
無
、
鳳
㕠
爲
上
無
。
今
以
黃
鐘
㙭
聲
爲
周
・
漢
黃
鐘
、
則
龍
吟
爲
南
呂
、
鳳
㕠
爲
姑
洗
。
按
樂
書
、
倍
律
二
、
舞
射
・
應
鐘
、
而
不
下
於
南
呂
。

淸
律
四
、
黃
鐘
・
大
呂
・
太
簇
・
夾
鐘
、
而
不
上
於
姑
洗
。
又
笙
第
十
七
管
神
仙
、
爲
夾
鐘
。
笙
中
淸
聲
、
莫
踰
此
者
、
則
下
無
・
上
無
命
名
之
義
、
可
以
見
焉
。

（〔
日
本
の
雅
楽
を
つ
か
さ
ど
る
〕
楽
家
は
、〔
日
本
の
十
二
律
名
の
〕
龍
吟
を
下
無
、
鳳
音
を
上
無
と
称
す
る
。
も
し
、〔
日
本
の
十
二
律
の
〕
黄お

う

鐘し
き

の
音
が
周
・

漢
代
の
黄こ

う

鐘し
ょ
うに

当
た
る
と
す
る
と
、
龍
吟
は
〔
周
・
漢
の
十
二
律
の
〕
南
呂
に
、
鳳
音
は
姑
洗
に
当
た
る
。「
楽
書
」
に
よ
る
と
、
倍
律
〔
一
オ
ク
タ
ー
ブ
低
い
音
〕

は
二
つ
、
無
射
・
応
鐘
が
あ
り
、
南
呂
よ
り
下
ら
な
い
。
淸
律
〔
一
オ
ク
タ
ー
ブ
高
い
音
〕
は
四
つ
、
黄こ

う

鐘し
ょ
う・

大
呂
・
太
簇
・
夾
鐘
が
あ
り
、
姑
洗
よ
り
上
が
ら

な
い
。
ま
た
、〔
日
本
の
雅
楽
に
用
い
る
〕
笙
の
第
十
七
管
〔
の
音
〕
神
仙
は
、〔
周
・
漢
の
十
二
律
の
〕
夾
鐘
に
当
た
る
。
笙
に
お
け
る
清
声
〔
一
オ
ク
タ
ー
ブ

高
い
音
〕
で
、
こ
れ
を
超
え
る
音
は
な
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
下
無
・
上
無
〔
と
い
う
律
名
〕
が
名
付
け
ら
れ
た
意
味
を
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。）

こ
の
記
述
で
徂
徠
は
、
十
二
律
よ
り
一
オ
ク
タ
ー
ブ
高
い
音
（
清
律
、
清
声
）
と
低
い
音
（
倍
律
）
の
在
り
様
、
つ
ま
り
音
域
に
関
す
る
こ
と
を
例
に
挙
げ
て
、
自

身
の
見
解
と
説
を
論
証
し
て
お
り
、「
樂
書
」
に
よ
る
と
、
倍
律
は
二
つ
、
清
律
は
四
つ
で
あ
る
と
述
べ
る
。
な
お
、
清
律
を
四
と
す
る
の
は
、
古
来
、
編
鐘
・
編
磬
が

十
六
枚
か
ら
成
る
と
す
る
『
周
礼
』「
春
官
」「
小
胥
」
の
鄭
玄
の
注
を
基
に
、
正
律
十
二
律
に
四
清
声
を
加
え
た
十
六
律
の
説
が
よ
く
議
論
さ
れ
て
き
た
た
め
、
多
く

の
文
献
に
見
え
、
徂
徠
が
『
楽
律
考
』
を
著
す
際
に
参
照
し
た
と
み
ら
れ
る
『
宋
史
』「
楽
志
」、
陳
暘
の
『
楽
書
』、『
文
献
通
考
』
に
も⛏
、
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
一
方
、
倍
律
を
二
と
す
る
記
述
は
、
管
見
で
は
今
の
と
こ
ろ
、
他
の
文
献
か
ら
見
出
せ
て
い
な
い
。
弟
の
北
渓
に
よ
る
解
説
、
及
び
弟
子
の
太
宰
春
台
（
一
六

八
〇
～
一
七
四
七
）
著
『
律
呂
通
考
』
に
見
え
る
解
説
に
も
言
及
は
な
く⛐
、
先
行
研
究
で
は
、
田
辺
尚
雄
氏
が
こ
れ
を
『
史
記
』「
楽
書
」
と
す
る
が⛑
、
同
書
を
確
認
し

三
二

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
五
巻

【
表
四
】
『
楽
律
考
』
の
第
四
証
よ
り
（
日
本
の
黄お

う

鐘し
き

＝
(中
国
）
周
・
漢
代
の
黄こ

う

鐘し
ょ
う

と
し
た
場
合
）

清
律
四

（
正
律
十
二
)

倍
律
二

日
本
の
十
二
律

上
無
(鳳
音
)
神
仙

盤
渉

鸞
鏡

黄
鐘

鳧
鐘

双
調

下
無

勝
絶

平
調

断
金

壹
越

上
無

神
仙

盤
渉

鸞
鏡

黄
鐘

鳧
鐘

双
調

(龍
吟
)下
無

周
・
漢
の
十
二
律

姑
洗

夾
鐘

太
簇

大
呂

黄
鐘

応
鐘

無
射

南
呂

夷
則

林
鐘

蕤
賓

仲
呂

姑
洗

夾
鐘

太
簇

大
呂

黄
鐘

応
鐘

無
射

南
呂



た
限
り
、
関
連
す
る
よ
う
な
記
事
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
朱
載
堉
の
『
楽
律
全
書
』
に
は
、
倍
律
を
二
と
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、『
楽
律
全
書
』
に
収
録
す
る
『
律
呂
精
義
』
外

篇
の
巻
四
に
、
四
清
声
の
説
に
関
す
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
諸
文
献
の
記
事
に
も
、
朱
載
堉
の
按
語
に
も
、
倍
律
を
二
と
す

る
記
述
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た⛒
。
ま
た
、『
律
呂
精
義
』
外
篇
の
巻
二
に
は
、
清
律
と
倍
律
の
在
り
様
を
、
人
の
声
の
音
域
に
対
す
る
考
究
か
ら
論
じ
た
記
事
が
見
え
る
。

た
だ
し
、
そ
こ
で
朱
載
堉
は
、
清
声
は
四
律
ま
で
で
、
そ
れ
以
上
は
上
が
ら
ず
、
倍
律
も
四
律
ま
で
で
、
そ
れ
以
上
は
下
が
ら
な
い
と
述
べ
て
お
り⛓
、『
楽
律
考
』
に
言

う
倍
律
二
と
は
、
数
が
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、『
楽
律
考
』
に
見
え
る
「
按
樂ㅟ

書ㅟ

」
の
「
樂
書
」
と
は
、
何
を
指
す
の
か
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
朱
載
堉
の
『
楽
律
全
書
』
を
指
す
も
の
で
は
な
い
と
認

め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、「
按
樂
書
」
と
い
う
語
句
に
よ
っ
て
、『
楽
律
考
』
が
『
楽
律
全
書
』
校
閲
の
結
果
成
立
し
た
と
す
る
見
方
は
、
成
り
立
た
な
い
と
言
え
よ
う
。

三
、
お
わ
り
に

従
来
、『
楽
律
考
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
早
期
成
立
説
と
最
晩
年
成
立
説
の
二
説
が
出
さ
れ
て
き
た
が
、
す
で
に
定
説
と
し
て
現
在
よ
く
参
照
・
援
引
さ
れ
て

い
る
の
は
、
享
保
十
年
七
月
の
幕
命
に
よ
る
朱
載
堉
撰
『
楽
律
全
書
』
校
閲
御
用
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
以
降
、
あ
る
い
は
享
保
十
二
年
（
つ
ま
り
徂
徠
逝
去
前
の
二

年
数
か
月
～
半
年
の
期
間
）
に
『
楽
律
考
』
が
で
き
た
、
と
み
な
す
最
晩
年
成
立
説
の
方
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
々
稿
・
前
稿
・
本
稿
を
通
し
て
、
周
辺
資
料

か
ら
の
新
知
見
を
得
て
、
さ
ら
に
、『
楽
律
考
』
と
徂
徠
の
他
の
著
述
を
精
査
・
照
合
し
た
結
果
、『
楽
律
考
』
は
校
閲
御
用
の
前
に
、
す
で
に
成
立
し
て
お
り
、
そ
の

執
筆
時
期
は
、
宝
永
七
年
（
徂
徠
四
十
五
歳
の
時
）
ま
で
遡
り
得
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
、
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
徂
徠
の
楽
律
研
究
を
熟
知
し
て
い
た
弟
の
荻
生
北
渓
の
著
述
「
楽
律
考
解
」
に
よ
る
と
、『
楽
律
考
』
は
最
晩
年
の
作
で
は
な
く
、
比
較
的
早
い
時
期
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
、
且
つ
ま
た
『
楽
律
考
』
は
、『
度
量
考
』
よ
り
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
（
前
々
稿
参
照
）。

二
、
徂
徠
の
弟
子
、
宇
佐
見
灊
水
の
「
物
夫
子
著
述
書
目
補
記
」
に
よ
る
と
、『
楽
律
考
』
は
『
楽
制
篇
』、『
楽
曲
考
』
と
共
に
、
統
合
名
を
『
大
楽
発
揮
』
と
す
る
五

篇
か
ら
な
る
著
作
の
う
ち
の
一
篇
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
前
稿
第
一
～
三
章
参
照
）。

三
、
正
徳
元
年
春
の
徂
徠
の
書
簡
二
通
に
よ
る
と
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
か
ら
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
春
ま
で
に
、
徂
徠
は
楽
書
十
巻
（
逸
書
）
を
執
筆
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
二
通
の
書
簡
及
び
正
徳
四
年
の
書
簡
一
通
に
て
徂
徠
自
身
が
述
べ
る
楽
書
十
巻
の
内
容
と
、『
楽
律
考
』
及
び
『
楽
制
篇
』
の
内
容
の
骨
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子
が
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
楽
書
十
巻
が
『
楽
律
考
』
と
『
楽
制
篇
』
を
含
む
『
大
楽
発
揮
』
五
篇
、
あ
る
い
は
そ
の
草
稿
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
（
前
稿

第
四
章
参
照
）。

四
、
徂
徠
の
他
の
著
述
で
あ
る
正
徳
四
年
一
月
刊
行
の
『
蘐
園
随
筆
』、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
、
享
保
七
年
浄
書
の
『
琴
学
大

意
抄
』
に
は
、『
楽
律
考
』
及
び
『
楽
制
篇
』
が
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
記
述
が
、
多
く
確
認
で
き
た
（
本
稿
第
一
章
参
照
）。

五
、
最
晩
年
成
立
説
が
論
拠
と
し
て
示
し
た
事
項
を
、
再
検
討
し
た
結
果
、
全
て
成
り
立
た
な
い
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
た
（
本
稿
第
二
章
参
照
）。

徂
徠
に
お
い
て
は
、
楽
律
に
関
す
る
研
究
は
、
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
も
の
で
あ
り
、
前
述
の
ご
と
く
宝
永
七
年
、
つ
ま
り
徂
徠
が
柳
沢
藩
邸
を
出
た
翌
年
の
、

市
中
に
住
ま
う
儒
者
と
し
て
自
身
の
学
問
に
専
念
し
始
め
た
四
十
五
歳
の
頃
に
は
、
一
定
の
自
説
を
得
て
、『
楽
律
考
』
及
び
『
楽
制
篇
』
を
著
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
よ
っ
て
、『
楽
律
考
』
は
『
楽
律
全
書
』
校
閲
御
用
が
き
っ
か
け
と
し
て
で
き
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
徂
徠
の
こ
れ
ま
で
の
『
楽
律
考
』
等
の
執
筆
を
含
む

研
究
の
蓄
積
や
成
果
に
よ
っ
て
、『
楽
律
全
書
』
校
閲
及
び
『
三
五
中
略
』
校
正
と
い
っ
た
楽
書
に
関
す
る
御
用
が
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
も
引
き
続
き
、
徂

徠
の
音
楽
に
関
す
る
研
究
の
実
態
と
詳
細
、
及
び
事
跡
に
つ
い
て
調
査
・
考
証
を
行
い
、
徂
徠
学
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
、
ひ
い
て
は
当
時
の
思
想
・
学
芸
に
お
け
る
楽

理
研
究
の
有
り
様
を
、
少
し
で
も
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注⑴

前
々
稿
三
三
頁
に
挙
げ
た
第
三
点
に
お
い
て
は
、「
徂
徠
が
自
身
の
音
楽
研
究
や
楽
律
の
説
に
つ
い
て
述
べ
た
書
簡
及
び
他
の
著
作
（
宝
永
七
年
、
正
徳
元
年
、
正
徳
四
年
、
享

保
六
年
の
書
簡
、
正
徳
四
年
刊
『
蘐
園
随
筆
』、
享
保
七
年
浄
書
『
琴
学
大
意
抄
』
な
ど
）
の
内
容
を
、『
楽
律
考
』
と
照
合
す
る
」
と
述
べ
た
が
、（

）
内
の
語
句
を
次
の
と
お

り
に
訂
正
す
る
。「
正
徳
元
年
、
正
徳
四
年
の
書
簡
、
正
徳
四
年
刊
『
蘐
園
随
筆
』、
享
保
五
年
の
答
問
書
、
享
保
七
年
浄
書
『
琴
学
大
意
抄
』」。

⑵

印
藤
和
寛
「
荻
生
徂
徠
の
佚
書
『
大
楽
発
揮
』
復
原
の
た
め
に
─
徳
川
吉
宗
に
よ
る
古
楽
復
興
の
試
み
と
徂
徠
の
音
楽
思
想
─
」（『
大
阪
青
山
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
六

号
、
二
〇
一
三
年
）
二
三
頁
に
、「
と
り
わ
け
蘐
園
随
筆
の
中
の
音
楽
論
「
此
方
楽
、
唯
五
調
」
の
項
は
「
楽
律
考
」
の
梗
概
に
な
っ
て
お
り
、「
所
謂
黄
鐘
調
宮
、
即
周
漢
黄
鐘
」

の
証
明
と
し
て
は
「
天
王
寺
鐘
」
だ
け
を
挙
げ
て
「
別
有
成
書
」
と
し
て
お
り
、
同
様
に
「
古
聖
人
楽
、
想
亦
唯
五
調
」
の
項
は
「
楽
制
篇
」
の
梗
概
で
あ
り
」
と
あ
る
。

⑶

高
橋
博
巳
『
江
戸
の
バ
ロ
ッ
ク
─
徂
徠
学
の
周
辺
─
』（
新
装
版
一
九
九
七
年
、
ぺ
り
か
ん
社
、
初
版
は
一
九
九
一
年
）
一
四
五
～
一
四
七
頁
に
、「
徂
徠
の…

…

「
楽
」
へ
の

関
心
は
早
く
『
蘐
園
随
筆
』
に
言
及
が
あ
る
。
し
か
も
、
す
で
に
そ
こ
で
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
主
た
る
論
点
は
、「
此
の
方
の
楽

は
、
唯
だ
五
調
、
乃
ち
隋
世
の
伝
ふ
る
所
、
漢
の
旧
法
な
り
」
と
い
う
の
と
、「
古
聖
人
の
楽
は
、
想
ふ
に
亦
た
唯
だ
五
調
」（『
蘐
園
随
筆
』
四
）
と
い
う
に
あ
る
。「
此
の
方
の

楽
」
も
「
古
聖
人
の
楽
」
も
共
に
「
五
調
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、「
本
邦
の
楽
は
原も

と
周
漢
の
遺
音
、
律
も
亦
た
周
漢
の
律
」（『
楽
律
考
』）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。…

…

ふ
つ
う
我
が
国
の
黄お

う

鐘し
き

は
中
国
の
林
鐘
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
が
、
徂
徠
は
「
所
謂
る
黄わ

う

鐘じ
き

調で
う

の
宮
は
、
即
ち
周
漢
の
黄く

わ
う

鐘し
よ
う、

卜
兼
好
が
所
謂
る
天
王
寺
の
鐘
、
黄

三
四

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
五
巻



鐘
調
に
中あ

た
り
、
以
て
楽
準
と
為
す
と
い
ふ
が
如
き
者
、
以
て
徴ち

よ
うと

す
可
し
」（
同
上
〔
筆
者
注
：『
蘐
園
随
筆
』
四
〕）
と
い
い
、
ま
た
『
楽
律
考
』
で
も
同
じ
こ
と
を
説
い
て
い

る
。…

…

と
こ
ろ
で
、『
蘐
園
随
筆
』
の
な
か
で
「
黄
鐘
調
の
宮
」
云
々
と
論
じ
た
あ
と
、「
予
、
推
し
て
其
の
数
を
得
、
別
に
成
書
有
り
」
と
い
う
の
は
、『
楽
律
考
』
に
示
さ
れ

て
い
る
数
値
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
る
。

⑷

以
下
『
蘐
園
随
筆
』
か
ら
の
引
用
は
、
西
田
太
一
郎
編
輯
『
荻
生
徂
徠
全
集
一
七
随
筆
一
』（
一
九
七
六
年
、
み
す
ず
書
房
）
一
四
七
～
一
四
九
頁
収
載
の
影
印
に
拠
り
、
且

つ
二
九
三
～
二
九
四
頁
の
読
下
し
を
参
照
し
て
、
句
点
を
適
宜
読
点
・
並
列
点
に
改
め
、
ま
た
並
列
点
を
補
い
、
異
体
字
等
を
正
字
に
統
一
し
、
書
名
に
は
『

』
を
加
え
た
。

訳
文
で
は
、〔

〕
を
も
っ
て
、
原
文
の
意
味
や
出
典
を
補
足
し
た
。
な
お
、
原
文
に
見
え
る
調
名
に
つ
い
て
は
、
訳
文
で
は
現
在
の
一
般
的
な
表
記
に
改
め
た
（
一
越→

壹
越
、

般
涉→

盤
渉
な
ど
）。

⑸
『
魏
書
』
巻
一
〇
九
「
楽
志
五
」
の
陳
仲
儒
の
上
奏
文
に
、「…

…

又
依
琴
五
㙭
㙭
聲
之
法
、
以
均
樂
器
。
其
瑟
㙭
以
宮
爲
㗴
、
淸
㙭
以
㘆
爲
㗴
、
㚻
㙭
以
角
（
筆
者
注
：「
角
」

は
版
本
に
よ
り
「
徵
」
あ
る
い
は
「
宮
」）
爲
㗴
。
五
㙭
各
以
一
聲
爲
㗴
、
然
後
錯
㗘
衆
聲
以
文
㘔
之
、
方
如
錦
繡
。」（
一
九
七
四
年
、
中
華
書
局
、
二
八
三
五
～
二
八
三
六
頁
）

と
あ
り
、『
通
典
』
巻
一
四
三
「
楽
三
」「
歴
代
製
造
」
に
も
同
様
の
記
事
が
見
え
る
。
ま
た
、『
旧
唐
書
』
巻
二
九
「
音
楽
志
二
」
に
、「
㚻
㙭
・
淸
㙭
・
瑟
㙭
、
皆
周
㛓
中
曲
之

㕊
聲
也
。
漢
世
謂
之
三
㙭
。」（
一
九
七
五
年
、
中
華
書
局
、
一
〇
六
三
頁
）
と
あ
り
、『
楽
府
詩
集
』
巻
二
六
「
相
和
歌
辞
一
」
に
、「『
㚃
書
』「
樂
志
」
曰
、「
㚻
㙭
・
淸
㙭
・
瑟

㙭
、
皆
周
㛓
中
曲
之
㕊
聲
、
漢
世
謂
之
三
㙭
。
又
㛷
楚
㙭
・
側
㙭
。
楚
㙭
者
、
漢
㛓
中
樂
也
。
高
㙷
樂
楚
聲
、
故
㛓
中
樂
皆
楚
聲
也
。
側
㙭
者
、
生
於
楚
㙭
、
與
㙁
三
㙭
總
謂
之

相
和
㙭
。」」（
一
九
七
九
年
、
中
華
書
局
、
三
七
六
頁
）
と
あ
る
。

⑹

原
文
は
「
黃
鐘
㙭
」
と
記
す
。
近
世
以
前
は
十
二
律
名
に
も
「
調
」
を
附
す
例
が
見
ら
れ
、
徂
徠
の
『
楽
律
考
』
で
も
律
名
の
黄
鐘
を
黄
鐘
調
と
称
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
調

子
名
で
は
な
く
、
十
二
律
の
名
称
（
律
名
）
を
表
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
た
め
（
拙
訳
「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
訳
注
稿
（
一
）」（『
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』

第
三
〇
巻
、
二
〇
一
三
年
）
一
二
八
頁
参
照
）、
訳
文
で
は
、
現
代
の
慣
例
に
従
っ
て
「
調
」
の
字
を
省
い
た
。
ま
た
、
後
注
⑺
に
引
用
す
る
『
徒
然
草
』
の
原
文
を
確
認
し
て
も
、

「
図
」（
調
律
器
具
の
図
竹
）
を
「
調
べ
あ
は
せ
て
」
と
い
う
調
律
の
話
題
に
お
い
て
「
黄
鐘
調
」
と
い
う
語
が
見
え
る
の
で
、
や
は
り
、
こ
れ
は
律
名
を
指
す
と
理
解
で
き
る
。

⑺
『
徒
然
草
』
第
二
二
〇
段
に
、「
天
王
寺
の
伶れ

い

人じ
ん

の
申
し
侍
り
し
は
、「
当た

う

寺じ

の
楽が

く

は
、
よ
く
図づ

を
調し

ら

べ
あ
は
せ
て
、
も
の
の
音ね

の
め
で
た
く
と
と
の
ほ
り
侍
る
事
、
外ほ

か

よ
り
も
す

ぐ
れ
た
り
。
故ゆ

ゑ

は
、
太た

い

子し

の
御お

ほ
ん

時と
き

の
図づ

、
今
に
侍
る
を
博
士

は
か
せ

と
す
。
い
は
ゆ
る
六ろ

く

時じ

堂だ
う

の
前
の
鐘
な
り
。
そ
の
声
、
黄わ

う

鐘し
き

調で
う

の
最も

中な
か

な
り
。
寒
暑
に
随し

た
がひ

て
上あ

が

り
・
下さ

が

り
有
る
べ

き
故
に
、
二に

月ぐ
わ
つ

涅ね

槃は
ん

会ゑ

よ
り
聖し

や
う

霊り
や
う

会ゑ

ま
で
の
中ち

ゆ
う

間げ
ん

を
指し

南な
ん

と
す
。
秘ひ

蔵さ
う

の
事
な
り
。
こ
の
一い

ち

調で
う

子し

を
も
ち
て
、
い
づ
れ
の
声
を
も
調と

と
のへ

侍
る
な
り
」
と
申
し
き
。」（
神
田
秀

夫
・
永
積
安
明
・
安
良
岡
康
作
『
方
丈
記
徒
然
草
正
法
眼
蔵
随
聞
記
歎
異
抄
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
二
七
、
一
九
七
一
年
、
小
学
館
）
二
六
五
頁
）
と
あ
る
。

⑻

こ
の
後
に
続
く
二
箇
条
に
は
、「
一

㛤
儒
㛧
㙉
夏
・
殷
・
周
・
漢
、
縱
・
橫
・
㗭
黍
尺
。
古
實
無
之
。
不
經
之
說
也
。
據
隋
書
、
古
至
漢
・
晉
、
尺
度
未
改
、
皆
㛷
㘂
參
驗
。

其
說
鑿
鑿
乎
可
考
。
故
朱
子
・
司
馬
溫
公
皆
㕗
『
隋
書
』
爲
斷
而
世
之
尙
㛧
說
者
何
。」「
一

律
之
㘂
以
㛷
十
二
者
、
爲
其
㛷
應
・
和
也
。
自
然
之
數
也
。
京
㛓
・
錢
樂
之
、
皆

㛧
作
。」
と
あ
り
、『
楽
律
考
』『
楽
制
篇
』
に
述
べ
る
見
解
と
通
じ
る
部
分
が
見
え
る
が
、
本
稿
で
の
論
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
合
致
部
分
が
指
摘
で
き
な
い
た
め
、
取
り

上
げ
な
か
っ
た
。

⑼
『
史
記
』「
楽
書
」
に
、「…

…

聞
宮
㕠
、
使
人
溫
舒
而
廣
大
、
聞
㘆
㕠
、
使
人
方
正
而
好
義
、
聞
角
㕠
、
使
人
惻
隱
而
愛
人
、
聞
徵
㕠
、
使
人
樂
善
而
好
施
、
聞
羽
㕠
、
使
人
整

齊
而
好
禮
。」（
一
九
五
九
年
、
中
華
書
局
、
一
二
三
七
頁
）
と
あ
り
、『
韓
氏
外
伝
』
巻
八
に
、「
聞
其
宮
聲
、
使
人
溫
良
而
寬
大
。
聞
其
㘆
聲
、
使
人
方
廉
而
好
義
。
聞
其
角
聲
、

使
人
惻
隱
而
愛
仁
。
聞
其
徵
聲
、
使
人
樂
㜀
而
好
施
。
聞
其
羽
聲
、
使
人
恭
敬
而
好
禮
。」（『
韓
氏
外
伝
集
釈
』
一
九
八
〇
年
、
中
華
書
局
、
三
〇
一
頁
）
と
あ
る
。

⑽
『
琴
学
大
意
抄
』
の
「
琴
ノ
㙭
(べ
)樣
ノ
事
」
と
題
す
る
章
に
、「『
韓
詩
外
傳
』
ニ
、
宮
・
㘆
・
角
・
徵
・
羽
ノ
五
㕠
ヲ
聞
(キ
)テ
、
ソ
レ
ゾ
レ
ノ
德
ア
ル
コ
ト
ヲ
云
ヘ
リ
。
宮
・

三
五

荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
（
承
前
）



㘆
・
角
・
徵
・
羽
ハ
何
レ
ノ
曲
ニ
モ
皆
ア
ル
コ
ト
ナ
ル
ニ
、
カ
ク
イ
ヘ
ル
コ
ト
ハ
、
宮
・
㘆
・
角
・
徵
・
羽
ノ
五
㙭
ノ
コ
ト
ナ
ル
コ
ト
㛤
(ラ
)カ
ナ
リ
。」
と
あ
る
の
を
参
照
し
て

訳
し
、
補
足
を
加
え
た
。
な
お
、『
琴
学
大
意
抄
』
か
ら
の
引
用
は
、
荻
生
家
所
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
に
拠
り
、
読
点
を
適
宜
句
点
に
改
め
、
必
要
に
応
じ
て
読
点
・
並
列
点
を
加
え
、

漢
字
は
原
則
と
し
て
正
字
に
統
一
し
、
仮
名
の
合
字
等
は
通
行
の
字
体
に
、
反
復
記
号
は
該
当
す
る
文
字
に
改
め
、
仮
名
の
濁
点
を
補
い
、
送
り
仮
名
の
不
足
を
（

）
内
に
補

い
、
書
名
に
『

』
を
附
し
た
。
以
下
同
。

⑾

徂
徠
の
他
の
著
述
（
楽
書
十
巻
執
筆
に
つ
い
て
述
べ
た
正
徳
元
年
春
の
書
簡
二
通
、『
楽
制
Ἣ
』）
に
も
、「
易
簡
」
と
い
う
語
が
見
え
、
共
通
し
て
、
聖
人
の
古
楽
及
び
大
楽
を

言
い
表
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（
前
稿
の
二
〇
～
二
一
頁
、
注
⒆
参
照
）。
そ
こ
で
、
こ
の
「
易
簡
」
と
い
う
語
は
、
訳
文
に
お
い
て
も
原
文
の
ま
ま
示
し
て
お
い
た
。

⑿
『
楽
制
篇
』
に
、「
本
㛌
樂
制
、
唯
㛷
五
㙭
。
一
曰
一
越
㙭
、
二
曰
㚻
㙭
、
三
曰
雙
㙭
、
四
曰
黃
鐘
㙭
、
五
曰
般
涉
㙭
。
而
㚻
㙭
之
別
㛷
大
⻝
㙭
、
一
作
大
石
㙭
。
倂
此
爲
六
㙭
。」

と
見
え
る
。
な
お
、『
楽
制
篇
』
の
引
用
に
お
い
て
は
、
蒔
田
雁
門
注
『
大
楽
発
揮
摘
註
』
巻
下
「
楽
制
篇
」（
天
保
九
年
刊
、
無
窮
会
専
門
図
書
館
織
田
文
庫
所
蔵
［
オ
1228］）、

及
び
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
松
原
基
編
『
消
暑
漫
筆
』
二
筆
「
一
大
楽
発
揮
」
巻
二
「
楽
制
第
二
」［
郷
081/125/2-2］
を
併
せ
て
使
用
し
、
異
体
字
等
を
正
字
に
統
一
し
、
両

本
の
読
点
を
参
照
し
て
、
句
読
点
と
並
列
点
を
施
し
、
書
名
篇
名
に
『

』
を
、
引
用
文
に
「

」
を
補
っ
た
。
以
下
同
。

⒀
『
楽
制
篇
』
に
、「
樂
府
・
相
和
曲
、
㛷
淸
㙭
・
㚻
㙭
・
瑟
㙭
、
皆
周
㛓
中
樂
㕊
聲
、
漢
世
謂
之
三
㙭
。…

…

相
和
又
㛷
楚
㙭
・
側
㙭
。
楚
㙭
者
漢
㛓
中
樂
、
側
㙭
者
生
於
楚
㙭
。」

「
隋…

…

㖎
㚻
陳
之
後
、
獲
江
南
宋
・
齋
樂
、
別
置
淸
㘆
署
、
謂
之
淸
㘆
三
㙭
、
又
謂
之
淸
樂
。
煬
㙷
定
淸
樂
・
西
涼
・
龜
玆
・
天
竺
・
康
國
・
疎
勒
・
安
國
・
高
麗
・
禮
畢
爲
九

部
樂
。
此
㗸
江
南
世
、
因
漢
三
㙭
之
舊
、
隋
始
比
諸
夷
狄
之
樂
、
而
三
㙭
之
制
尙
存
也
。
㚃
高
祖
命
祖
孝
孫
定
樂
八
十
四
㙭
、
而
演
淸
樂
爲
燕
樂
二
十
八
㙭
。
此
㚃
旋
宮
後
、
五

㙭
㘨
㛏
也
。『
舊
㚃
志
』
曰
、「
太
常
舊
相
傳
、
㛷
燕
樂
五
㙭
歌
詞
各
一
卷
」。『
新
㚃
志
』
曰
、「
唯
琴
工
㛹
傳
楚
・
漢
舊
制
、
㖎
淸
㙭
、
蔡
邕
五
弄
・
楚
㙭
四
弄
、
謂
之
九
弄
。
隋

㛏
、
淸
樂
散
缺
、
存
者
纔
六
十
三
曲
。
其
後
傳
者
、
㚻
㙭
・
淸
㙭
、
周
㛓
中
樂
㕊
聲
」。
此
㚃
時
五
㙭
雖
壞
、
㛹
存
于
琴
也
。…

…

合
此
數
者
而
觀
之
、
琴
與
五
㙭
、
相
須
以
傳
。」

「
稽
諸
國
史
、…

…

此
五
㙭
與
琴
傳
諸

本
㛌
者
、
當
在
梁
・
陳
以
㙁
。」
と
見
え
る
。

⒁

こ
の
自
説
に
つ
い
て
は
、
前
々
稿
三
〇
～
三
一
頁
、
前
稿
二
一
頁
と
同
注
⛂
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

⒂
「
今
求
諸
琴
書
、
則
㛷
㘂
謂
五
㙭
者
。
第
一
正
宮
㙭
、
是
爲
宮
㙭
。
宮
絃
黃
鐘
、
㘆
絃
太
簇
、
角
絃
中
呂
、
徵
絃
林
鐘
、
羽
絃
南
呂
。
其
㘂
以
取
中
呂
而
不
取
姑
洗
者
、
以
應
宮

絃
也
。
今
定
以
黃
鐘
㙭
聲
爲
黃
鐘
、
則
黃
・
般
・
越
・
㚻
・
下
也
。
第
二
縵
角
㙭
、
是
爲
徵
㙭
。
角
絃
不
取
中
呂
而
用
姑
洗
。
則
黃
・
般
・
上
・
㚻
・
下
也
。
第
三
緊
羽
㙭
、
是

爲
角
㙭
。
羽
絃
不
取
南
呂
而
用
舞
射
。
則
黃
・
般
・
越
・
㚻
・
雙
也
。
第
四
淸
㘆
㙭
、
是
爲
羽
㙭
。
迺
就
緊
羽
㙭
、
更
高
㘆
絃
。
則
黃
・
神
・
越
・
㚻
・
雙
也
。
第
五
縵
宮
㙭
、

是
爲
㘆
㙭
。
迺
就
縵
角
㙭
、
更
低
宮
絃
。
則
鳧
・
般
・
上
・
㚻
・
下
也
。」（『
楽
制
篇
』）
と
あ
る
。

⒃
「
琴
㘂
傳
是
爲
歌
㙭
。
正
宮
㙭
、
宮
絃
命
㙭
、
角
絃
㖈
㙭
、
古
之
瑟
㙭
也
。
縵
角
㙭
、
徵
絃
命
㙭
、
宮
絃
㖈
㙭
、
古
之
㚻
㙭
也
。
緊
羽
㙭
、
角
絃
命
㙭
、
羽
絃
㖈
㙭
、
古
名
未
詳
。

淸
㘆
㙭
、
羽
絃
命
㙭
、
㘆
絃
㖈
㙭
、
古
之
淸
㙭
也
。
縵
宮
㙭
、
㘆
絃
命
㙭
、
徵
絃
㖈
㙭
、
古
名
未
詳
。」（『
楽
制
篇
』）
と
あ
る
。

⒄

前
注
⒂
と
⒃
に
引
用
し
た
と
お
り
、
各
琴
調
が
何
調
式
で
あ
り
、
何
絃
が
「
命
調
」
で
あ
る
か
を
述
べ
、
そ
の
「
命
調
」
の
絃
（
つ
ま
り
主
音
を
発
す
る
解
放
絃
）
の
音
が
、

日
本
の
十
二
律
に
お
け
る
何
律
に
当
た
る
か
を
示
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。（
た
だ
し
、
主
音
の
音
律
名
が
即
ち
調
名
と
な
る
の
で
、
調
名
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
こ
か

ら
間
接
的
に
、
該
当
す
る
日
本
の
調
名
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
。）

⒅
『
楽
律
考
』
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
［
特
63-1］『
名
家
叢
書
』
第
五
七
冊
「
荻
生
考
」
収
載
「
楽
律
考
」
に
拠
り
、
異
体
字
等
を
正
字
に
、

読
点
を
適
宜
句
点
及
び
並
列
点
に
改
め
、
必
要
に
応
じ
て
読
点
・
並
列
点
を
補
い
、
書
名
に
は
『

』
を
加
え
た
。
以
下
同
。

⒆
『
楽
律
考
』
に
も
「
伶
工
相
承
、
以
一
越
爲
黃
鐘
、…

…

黃
鐘
爲
林
鐘
」
と
述
べ
る
。
拙
訳
「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
訳
注
稿
（
一
）」
一
二
七
～
一
二
八
頁
参
照
。

三
六

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
五
巻



⒇
『
楽
律
考
』
の
第
十
証
に
、「
求
諸
尺
度
、
宋
蔡
西
山
据
唐
嘉
量
銘
、
及
『
隋
書
』
祖
孝
孫
語
、
斷
以
後
周
玉
尺
爲
㚃
㙉
律
尺
。
而
㚃
常
用
尺
、
卽
㛤
營
㙉
尺
、
卽

本
㛌
曲
尺

也
。
六
㒻
此
尺
之
五
、
卽
玉
尺
也
。
玉
尺
當
周
・
漢
尺
之
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
也
。
周
・
漢
尺
當
玉
尺
之
八
寸
六
㒻
三
釐
五
毫
五
絲
七
忽
、
而
曲
尺
之
七
寸
一
㒻
九
釐
六
毫
三
絲

也
。
曲
尺
當
周
・
漢
尺
之
一
尺
三
寸
八
㒻
九
釐
六
毫
、
而
玉
尺
之
一
尺
二
寸
也
。
㚃
開
元
錢
徑
、
卽
曲
尺
之
八
㒻
、
而
王
㝼
大
泉
五
十
徑
、
卽
周
・
漢
尺
之
一
寸
二
㒻
也
。
二
錢

今
尙
現
存
。
校
以
尺
度
、
脗
合
無
忒
。
迺
以
十
二
律
長
、
❶
黃
鐘
九
寸
、
林
鐘
六
寸
零
零
六
毫
六
絲
、
太
簇
八
寸
零
一
釐
七
毫
二
絲
、…

…

。
求
諸
今
曲
尺
、
則
❷
黃
鐘
六
寸
四

㒻
七
釐
六
毫
六
絲
、
大
呂
六
寸
一
㒻
一
釐
二
毫
六
絲
、
太
簇
五
寸
七
㒻
六
釐
九
毫
四
絲
、…
…

」
と
あ
る
（
傍
線
・
点
線
と
❶
❷
の
記
号
は
筆
者
に
よ
る
）。

⚦

前
注
⒇
参
照
。
徂
徠
の
解
釈
・
計
算
方
法
は
、
次
の
と
お
り
。
ま
ず
、『
楽
律
考
』
前
半
部
に
述
べ
る
歴
代
の
律
・
尺
制
の
変
遷
に
関
す
る
自
身
の
解
釈
（
拙
訳
「
荻
生
徂
徠
著

『
楽
律
考
』
訳
注
稿
（
一
）」
～
「
同
（
四
）」（『
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
〇
～
三
三
巻
、
二
〇
一
三
～
二
〇
一
六
年
）
参
照
）
を
踏
ま
え
て
、「
周
代
の
尺

（
周
尺
）
と
音
律
の
規
定
＝
漢
代
の
尺
と
音
律
の
規
定
＝
晋
の
荀
勖
が
復
元
し
た
尺
（
晋
前
尺
）
と
そ
の
音
律
」
と
定
め
、「
後
周
（
宇
文
周
、
北
周
）
の
玉
尺
＝
唐
の
造
律
尺
（
小

尺
）」、「
唐
の
常
用
尺
（
大
尺
)＝
明
の
営
造
尺
＝
日
本
の
曲
尺
（
今
尺
）」
と
み
な
し
、『
隋
書
』「
律
暦
志
」「
審
度
」
に
載
せ
る
比
率
「
晋
前
尺
：
後
周
玉
尺
＝
1：
1.158」
に

基
づ
い
て
、「
唐
の
造
律
尺
（
小
尺
）：
唐
の
常
用
尺
（
大
尺
)＝
5：
6＝
1：
1.2」
の
比
率
も
併
せ
て
、
周
尺
（
＝
漢
尺
＝
晋
前
尺
）
一
尺
の
長
さ
を
、
日
本
の
今
の
曲
尺
（
＝
唐

常
用
尺
＝
明
営
造
尺
）
で
は
（
1÷
(1.158×

1.2)≒

0.71963）
お
よ
そ
七
寸
一
分
九
釐
六
毫
三
絲
と
計
算
し
た
。
こ
の
数
の
十
分
の
九
が
（
0.71963×

0.9≒

0.64766尺
）、

周
・
漢
の
黄こ

う

鐘し
よ
う

律
管
九
寸
の
実
寸
、
つ
ま
り
曲
尺
で
六
寸
四
分
七
釐
六
毫
六
絲
と
な
る
。

⚧

こ
の
『
蘐
園
随
筆
』
の
⑦
に
言
う
「
數
」
に
つ
い
て
、
高
橋
博
巳
氏
は
「『
楽
律
考
』
に
示
さ
れ
て
い
る
数
値
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
、
そ
の
後
に
、『
楽
律
考
』

に
記
載
す
る
平
均
律
に
よ
る
各
十
二
律
長
の
数
値
（
黄
鐘

九
寸
、
大
呂

八
寸
四
分
九
釐
四
毫
二
絲
、
太
簇

八
寸
零
一
釐
七
毫
二
絲
、…

…

〔
原
文
で
は
、
前
注
⒇
に
引
用

し
た
第
十
証
中
の
❶
「
黃
鐘
九
寸
、
林
鐘
六
寸
零
零
六
毫
六
絲
、
太
簇
八
寸
零
一
釐
七
毫
二
絲
、…

…

。」
に
見
え
る
各
十
二
律
管
長
〕）
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
（『
江
戸
の
バ
ロ
ッ

ク
─
徂
徠
学
の
周
辺
─
』
一
四
七
～
一
四
八
頁
）。
し
か
し
、
こ
の
「
黃
鐘
九
寸
」
で
始
ま
る
十
二
律
の
各
数
値
は
、
本
稿
第
二
章
の
「
二
─
二
」
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
徂
徠
が
、

『
頖
宮
礼
楽
疏
』
に
列
記
さ
れ
た
十
二
律
の
数
値
を
、
単
に
黄
鐘
九
寸
に
な
る
よ
う
換
算
し
た
数
で
あ
る
と
判
断
で
き
、
徂
徠
自
身
が
推
測
し
て
得
た
数
値
と
は
言
え
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
、
徂
徠
の
目
的
は
平
均
律
を
出
す
こ
と
に
は
な
く
、
周
・
漢
代
の
音
律
の
基
準
音
で
あ
る
黄こ

う

鐘し
よ
うの

実
態
（
律
管
の
実
長
、
実
際
の
音
高
）
を
探
求
し
、
ま
た
そ
れ
が
日

本
に
遺
存
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
は
、『
楽
律
考
』
全
体
の
内
容
か
ら
窺
い
知
れ
る
。
そ
こ
で
、
徂
徠
自
身
が
⑦
で
「
予
推
得
其
數
」
と
言
い
得
る
そ
の
「
數
」

と
は
、
本
文
で
述
べ
た
と
お
り
、
や
は
り
自
身
の
解
釈
・
計
算
を
通
し
て
、
周
・
漢
代
の
一
尺
を
今
の
日
本
の
曲
尺
で
七
寸
一
分
九
釐
六
毫
三
絲
と
算
定
し
た
数
値
と
、
そ
こ
か

ら
黄こ

う

鐘し
よ
う

律
管
九
寸
の
実
長
を
曲
尺
で
六
寸
四
分
七
釐
六
毫
六
絲
と
算
定
し
た
数
値
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
数
値
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
楽
津
考
』
に
お
い
て

は
、
右
の
❶
以
下
の
十
二
律
長
の
数
値
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
❷
以
下
（
前
注
⒇
参
照
）
に
列
記
さ
れ
て
い
る
数
値
の
方
で
あ
る
。
❷
の
各
数
値
は
、
❶
の
各
数
値
を
、
徂
徠
が

算
定
し
た
曲
尺
の
実
長
に
直
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⚨

前
注
⑼
参
照
。

⚩
『
楽
制
篇
』
に
、「『
㕾
詩
外
傳
』
曰
、「
聞
宮
㕠
、
使
人
溫
舒
而
廣
大
、
聞
㘆
㕠
、
使
人
方
正
而
好
義
、
聞
角
㕠
、
使
人
惻
隱
而
愛
人
、
聞
徵
㕠
、
使
人
樂
善
而
好
施
、
聞
羽
㕠
、

使
人
整
齊
而
好
禮
。」
夫
宮
・
㘆
・
角
・
徵
・
羽
、
㛷
定
名
而
無
定
㕠
。…

…

每
奏
一
曲
、
五
㕠
皆
備
。
豈
得
㛷
㘂
謂
聞
某
㕠
使
人
云
云
之
效
耶
。
故
知
『
外
傳
』
㘂
云
、
五
㙭
之

謂
、
而
五
㙭
㘂
由
來
者
尙
矣
。」
と
あ
る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

⚪

こ
の
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
二
通
の
引
用
に
お
い
て
は
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
荻
生
家
文
書
の
写
真
複
製
版
「
徂
徠
印
譜
、
周
尺
、
正
徳
元

年
ま
で
の
荻
生
氏
勤
之
覚
、
三
五
要
略
考
ほ
か
」［
0197279］
に
拠
り
、
句
読
点
と
並
列
点
を
加
え
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
正
字
に
統
一
し
、
仮
名
の
合
字
等
は
通
行
の
字
体
に
、

三
七

荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
（
承
前
）



仮
名
の
反
復
記
号
は
該
当
す
る
文
字
に
改
め
、
仮
名
の
濁
点
を
補
い
、
送
り
仮
名
の
不
足
を
（

）
内
に
補
い
、
書
名
に
は
『

』
を
加
え
、
代
字
・
通
用
字
及
び
省
略
と
思
し

き
箇
所
に
は
右
脇
に
〈
マ
マ
〉
と
記
し
た
。
な
お
、
同
書
の
詳
し
い
書
誌
と
全
文
に
対
す
る
翻
刻
は
、
拙
稿
「
荻
生
徂
徠
の
音
楽
に
関
す
る
新
出
資
料
五
点
と
そ
の
意
義
に
つ
い

て
─
享
保
五
年
に
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
、「
三
五
要
略
考
」
及
び
音
楽
に
関
す
る
覚
書
、
琴
（
七
絃
琴
）
に
関
す
る
文
書
、
吉
水
院
旧
蔵
楽
書
に
関
す
る
文
書
、
中
根

元
圭
に
宛
て
た
書
簡
─
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
五
一
輯
、
二
〇
一
八
年
四
月
発
行
予
定
）
第
一
章
に
載
せ
る
。

⚫

詳
し
く
は
、
拙
訳
「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
訳
注
稿
（
一
）」
一
三
二
～
一
四
〇
頁
、「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
訳
注
稿
（
二
）」
二
一
～
二
八
頁
。

⚬

詳
し
く
は
、
拙
訳
「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
訳
注
稿
（
二
）」
三
三
～
三
七
頁
。

⚭

累
黍
の
法
に
つ
い
て
は
、
拙
訳
「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
訳
注
稿
（
一
）」
一
三
五
～
一
三
六
頁
な
ど
参
照
。

⚮

前
注
⒇
⚦
参
照
。

⚯

前
々
稿
三
八
頁
の
㈣
参
照
。

⚰

た
だ
し
「
度
考
」
で
は
、
七
寸
一
分
九
釐
六
毫
三
絲
の
後
に
「
有
奇
」
と
附
す
。

⚱

無
窮
会
専
門
図
書
館
神
習
文
庫
所
蔵
『
楽
律
考
』（［
12475］
写
一
冊
）
附
載
、
物
観
（
荻
生
北
渓
）
著
「
楽
律
考
解
」。
前
々
稿
三
三
、
三
七
、
四
〇
頁
参
照
。

⚲

拙
稿
「
荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
所
蔵
、
徂
徠
自
筆
稿
本
）
注
釈
稿
（
一
）」（『
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
四
巻
、
二
〇
一
七
年
）
三
〇
頁

参
照
。

⚳
「
サ
レ
バ
正
宮
㙭
ハ…

…

、
今
ノ
黃
鍾
㙭
、
卽
(チ
)古
ノ
瑟
㙭
ナ
リ
。
縵
角
㙭
ハ…

…

、
今
ノ
㚻
㙭
、
卽
(チ
)古
モ
㚻
㙭
ト
イ
フ
。
緊
羽
㙭
ハ…

…

、
今
ノ
一
越
㙭
、
古
ノ
楚
㙭

ナ
ル
ベ
シ
。
淸
㘆
㙭
ハ…

…

、
今
ノ
雙
㙭
、
古
ノ
淸
㙭
ナ
リ
。
縵
宮
㙭
ハ…

…

、
今
ノ
般
涉
㙭
、
古
ノ
側
㙭
ナ
ル
ベ
シ
。」
と
あ
る
。
な
お
、【
表
三
】
に
お
い
て
は
、「
黃
鍾
」「
一

越
」「
般
涉
」
は
現
在
の
一
般
的
な
表
記
に
改
め
た
。

⚴
『
琴
学
大
意
抄
』
に
は
、「
後ゴ

魏ギ

ノ
陳
仲
儒
ガ
曰
ク
、「
瑟
㙭ハ

以
レ

宮ヲ

爲ス
レ

㗴シ
ユ
ト

。
淸
㙭ハ

以
レ

㘆ヲ

爲
レ

㗴ト

。
㚻
㙭ハ

以
レ

角ヲ

爲
レ

㗴ト

。」
ト
云
ヘ
リ
。
五
㕠
・
六
律
ハ
、
ミ
ナ
黃ク

ハ
ウ

鍾セ
ウ

ヲ
根
本
ト

ス
。
黃
鍾
ハ
今
ノ
ワ
ウ
シ
キ
ナ
リ
。〔
コ
ノ
事
、
別
ニ
考
ア
リ
。
事
長
ケ
レ
バ
、
コ
コ
ニ
シ
ル
サ
ズ
。〕
ワ
ウ
シ
キ
ハ
十
二
律
ノ
根
本
ナ
ル
ユ
ヘ
、
ワ
ウ
シ
キ
ニ
當
(タ
)ル
コ
ト
ヲ
、

「
㗴
ト
ス
」
ト
云
ヘ
ル
ナ
リ
。
瑟
㙭
ハ
ワ
ウ
シ
キ
ヲ
宮
ニ
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ユ
ヘ
、「
以
レ

宮ヲ

爲
レ

㗴ト

」
ト
イ
ヘ
リ
。
今
ノ
黃
鍾
㙭
ナ
リ
。
淸
㙭
ハ
黃
鍾
ヲ
㘆
ニ
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ユ

ヘ
、「
以
レ

㘆ヲ

爲
レ

㗴ト

」
ト
イ
ヘ
リ
。
今
ノ
雙
㙭
ナ
リ
。
㚻
㙭
ハ
黃
シ
キ
ヲ
角
ニ
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ユ
ヘ
、「
以
レ

角ヲ

爲
レ

㗴ト

」
ト
イ
ヘ
リ
。
卽
(チ
)今
ノ
㚻
㙭
ナ
リ
。」（
引
用
文
の
箇

所
は
「

」
で
、
割
注
の
箇
所
は
〔

〕
で
示
し
た
）
と
あ
り
、『
魏
書
』
巻
一
〇
九
「
楽
志
五
」
の
陳
仲
儒
上
奏
文
に
「
其
瑟
㙭
以
宮
爲
㗴
、
淸
㙭
以
㘆
爲
㗴
、
㚻
㙭
以
角
爲
㗴
。」

（
前
注
⑸
参
照
）
と
見
え
る
の
に
基
づ
い
て
、『
楽
律
考
』
に
論
ず
る
自
説
（
黄こ

う

鐘し
よ
う

＝
黄お

う

鐘し
き

）
を
入
れ
て
解
釈
・
分
析
し
た
方
法
も
述
べ
て
い
る
。『
楽
制
篇
』
で
は
、
右
の
陳
仲

儒
上
奏
文
を
先
に
引
用
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
基
づ
く
自
身
の
解
釈
・
分
析
方
法
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
（
前
注
⒃
参
照
）。

⚵
【
表
一
】
の
Ⅱ
、
及
び
前
注
⒄
参
照
。

⚶

前
注
⚳
及
び
⚴
参
照
。

⚷

前
々
稿
注
⑹
参
照
。

⚸

前
々
稿
注
⑺
参
照
。

⚹

吉
川
良
和
「
物
部
茂
卿
琴
学
初
探
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
二
冊
、
一
九
八
二
年
）
一
四
頁
で
は
、
こ
の
「
三
五
中
略
」
を
、「
藤
原
孝
時
の
撰
と
伝
え
ら
れ
る
「
三

五
中
録
」（
12
巻
）
の
抄
本
。」
と
注
記
す
る
が
、
今
中
寛
司
『
徂
徠
学
の
史
的
研
究
』（
一
九
九
二
年
、
思
文
閣
出
版
）
一
三
〇
頁
で
は
、
こ
れ
を
『
三
五
要
略
』
の
こ
と
で
あ
る

三
八

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
五
巻



と
し
、
大
庭
脩
『
享
保
時
代
の
日
中
関
係
資
料
三
〈
荻
生
北
渓
集
〉』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
九
-四
、
一
九
九
五
年
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
）
四
〇
頁
で

は
、『
三
五
中
録
』
の
誤
記
と
み
な
す
。

⚺

大
庭
脩
『
享
保
時
代
の
日
中
関
係
資
料
三
〈
荻
生
北
渓
集
〉』
三
五
～
三
七
頁
、『
徳
川
吉
宗
と
康
熙
帝
─
鎖
国
下
で
の
日
中
交
流
─
』（
一
九
九
九
年
、
大
修
館
書
店
）
二
一
六

～
二
一
七
頁
。

⚻

陶
徳
民
「
荻
生
徂
徠
の
『
楽
書
』
校
閲
と
そ
の
所
産
」（『
待
兼
山
論
叢
（
史
学
篇
）』
第
二
一
号
、
一
九
八
七
年
、
及
び
『
日
本
漢
学
思
想
史
論
考
─
徂
徠
・
仲
基
お
よ
び
近
代
─
』

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
十
一
、
一
九
九
九
年
、
関
西
大
学
出
版
部
）
六
四
～
六
八
頁
。

⚼

拙
稿
「
荻
生
徂
徠
の
音
楽
に
関
す
る
新
出
資
料
五
点
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
─
享
保
五
年
に
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
、「
三
五
要
略
考
」
及
び
音
楽
に
関
す
る
覚
書
、

琴
（
七
絃
琴
）
に
関
す
る
文
書
、
吉
水
院
旧
蔵
楽
書
に
関
す
る
文
書
、
中
根
元
圭
に
宛
て
た
書
簡
─
」
第
二
、
四
章
参
照
。

⚽
『
頖
宮
礼
楽
疏
』
は
、
林
鵞
峰
（
一
六
一
八
～
一
六
八
〇
）
旧
蔵
本
（
後
述
）
が
存
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
江
戸
前
期
か
ら
日
本
で
受
容
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
中
村
惕
斎
（
一
六
二
九
～
一
七
〇
二
）
の
『
律
尺
考
験
』
で
は
、「
頖
宮
禮
樂
疏
尺
式
」
の
項
に
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
に
載
せ
る
鄭
世
子
（
朱
載
堉
）
の
尺
式
（「
眞
黃
鐘
」
の

律
管
長
た
る
律
尺
）
の
説
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
「
頖
宮
禮
樂
疏
ニ
載
セ
タ
ル
鄭
世
子
ガ
律
ハ
、
十
二
管
ノ
口
徑
黃
鐘
ヨ
リ
㗧
第
ニ
ホ
ソ
ク
シ
テ…

…

」（『
日

本
経
済
叢
書
』
巻
二
、
一
九
一
四
年
、
日
本
経
済
叢
書
刊
行
会
、
一
四
一
、
一
五
五
頁
）
と
、
鄭
世
子
の
律
管
の
管
口
補
正
の
説
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。『
類
経
附
翼
』
が

江
戸
前
期
か
ら
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
ノ
宮
一
男
「
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
度
量
衡
研
究
史
」（
日
本
科
学
史
学
会
『
科
学
史
研
究
』
第
二
期
第
一
七
巻
、
一

九
七
八
年
）、
遠
藤
徹
「
中
根
元
圭
著
『
律
原
発
揮
』
の
音
律
論
に
関
す
る
覚
え
書
き
」（『
東
京
学
芸
大
学
紀
要
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
系
』
第
六
六
集
、
二
〇
一
四
年
）
等
に

詳
し
い
。
徂
徠
が
、
享
保
十
年
の
『
楽
律
全
書
』
校
閲
よ
り
前
に
、
す
で
に
『
頖
宮
礼
楽
疏
』
と
『
類
経
附
翼
』
を
通
し
て
、
鄭
世
子
（
朱
載
堉
）
の
律
度
量
衡
の
説
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
こ
と
は
、
後
の
注
⛉
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
節
に
て
後
述
す
る
（
一
）（
二
）
の
考
証
の
結
果
で
は
、『
楽
律
考
』
で
鄭
世
子
に
言
及
し
た
記
述
は
、『
頖

宮
礼
楽
疏
』
巻
四
に
引
く
鄭
世
子
の
説
に
拠
っ
た
も
の
と
推
定
な
い
し
特
定
し
た
。
た
だ
し
、
徂
徠
は
『
楽
律
考
』
執
筆
時
に
、
鄭
世
子
の
尺
制
の
説
を
引
く
『
類
経
附
翼
』
も

併
せ
て
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
参
照
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
さ
れ
る
た
め
─
管
見
で
は
、『
類
経
附
翼
』
か
ら
直
接
『
楽
律
考
』
の
典
拠
と
な
り
得
る
よ
う
な
記
述
を
特
定
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
あ
く
ま
で
も
状
況
か
ら
の
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
─
、
こ
こ
に
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
と
併
せ
て
『
類
経
附
翼
』
も
挙
げ
た
次
第
で
あ
る
。

⚾
『
楽
律
考
』
末
尾
に
は
「
若
其
尺
制
、
別
㛷
考
證
。」
と
あ
り
、
徂
徠
は
本
書
と
は
別
に
、
歴
代
の
尺
制
に
関
す
る
著
作
─
後
の
『
度
量
衡
考
』「
度
考
」
の
基
に
な
っ
た
も
の
と

想
像
す
る
が
─
を
著
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
に
、
黄
鐘
律
管
長
の
数
値
の
拠
所
と
な
る
よ
う
な
尺
度
に
関
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⚿

例
え
ば
、
拙
訳
「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
訳
注
稿
（
一
）」
一
三
九
～
一
四
〇
頁
、「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
訳
注
稿
（
二
）」
四
一
～
四
二
頁
参
照
。

⛀
「
楽
律
ノ
考
」
で
は
「
㛤
ノ

鄭
世
子
ガ

黃
鍾
」（
仮
名
の
濁
点
を
補
っ
た
）
と
挙
げ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
解
説
は
な
く
、「
楽
律
考
解
」
で
は
「
鄭
ノ

世
子
ガ

黄
鍾
ハ
、
尺
ヲ

考
(ヘ
)テ
イ
フ
。」（
仮
名
の
濁
点
を
補
い
、
送
り
仮
名
の
不
足
を
（

）
内
に
補
い
、
読
点
を
適
宜
句
点
に
改
め
た
）
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。

⛁

な
お
、蒔
田
雁
門
注
釈
本
に
も
注
記
が
あ
り
、「
此
其
一
尺
當
古
一
尺
二
寸
八
㒻
六
六
、是
㘂
自
㙉
夏
尺
。」（
無
窮
会
専
門
図
書
館
織
田
文
庫
所
蔵『
大
楽
発
揮
摘
註
』［
オ
1228］）

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、『
楽
律
考
』
本
文
に
示
す
「
㛤
鄭
世
子
黃
鐘
、
一
尺
一
寸
五
㒻
八
釐
」
の
数
値
を
一
尺
に
換
算
し
た
だ
け
で
あ
り
（
1.158×

10/9≒

1.2866）、
徂
徠
が
示

し
た
数
値
に
つ
い
て
の
解
説
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
是
㘂
自
㙉
夏
尺
」
と
注
記
す
る
の
は
、
Ṅ
世
子
が
黄
鐘
律
管
長
を
夏
尺
（
夏
后
氏
尺
）
一
尺
（
十
寸
）
と
定
め

た
こ
と
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。

⛂
『
頖
宮
礼
楽
疏
』
の
引
用
に
お
い
て
は
、
林
鵞
峰
旧
蔵
本
（
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫
所
蔵
［AC
006］）
に
拠
り
、
句
読
点
を
加
え
た
。
以
下
同
。三

九

荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
（
承
前
）



⛃

前
注
⒇
⚦
参
照
。

⛄
「
按
朱
世
子
之
尺
、
本
以
㚃
大
尺
八
寸
爲
法
、
則
當
周
・
漢
一
尺
一
寸
一
㒻
㛷
奇
。
而
本
文
㘂
云
、
則
六
㒻
大
尺
之
五
、
而
與
玉
尺
無
異
。
可
疑
也
。」（『
山
県
大
弐
遺
著
』（
一

九
一
四
年
、
甲
陽
図
書
刊
行
会
）
二
七
頁
に
拠
り
、
句
読
点
は
適
宜
改
め
、
並
列
点
を
補
っ
た
）
と
あ
る
。

⛅

前
注
⛄
参
照
。

⛆

前
注
⒇
⚦
参
照
。

⛇
『
律
尺
考
験
』
の
「
頖
宮
禮
樂
疏
尺
式
」
に
、「
禮
樂
疏
ノ
說
如
レ

此
ニ
シ
テ
、
其
左
ニ
尺
ノ
圖
ヲ
載
タ
リ
。
刻
鏤
嚴
整
ニ
シ
テ
信
從
ス
ベ
シ
。
今
御
府
尺
ニ
テ
求
タ
ル
古
尺
ニ
テ

ハ
カ
レ
バ
、
一
尺
八
㒻
ニ
シ
テ
二
三
厘
㗳
シ
。」（『
日
本
経
済
叢
書
』
巻
二
、
一
四
一
頁
。
読
点
を
適
宜
句
点
に
改
め
た
）
と
あ
る
。

⛈

中
国
古
籍
善
本
書
目
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
古
籍
善
本
書
目
（
史
部
）』（
一
九
九
三
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
一
一
五
〇
頁
、
中
国
芸
術
研
究
院
音
楽
研
究
所
資
料
室
編
『
中

国
音
楽
書
譜
志
（
先
秦
─
一
九
四
九
年
音
楽
書
譜
全
目
）』（
一
九
九
四
年
、
人
民
音
楽
出
版
社
）
四
六
頁
、
及
び
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究

セ
ン
タ
ー
「
全
国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
等
に
よ
る
。
な
お
、
内
閣
文
庫
所
蔵
『
舶
来
書
籍
大
意
書
』［
218-

0092］
第
一
冊
に
は
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
が
「
萬
曆
十
六
年
ノ
刊
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
（
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
一
、
一
九
六
七
年
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
）
二

八
三
頁
に
翻
刻
あ
り
）、
本
書
の
跋
文
の
年
代
や
李
之
藻
の
経
歴
を
見
る
限
り
（
鄭
誠
「
李
之
藻
家
世
生
平
補
正
」（『
清
華
学
報
』
新
三
九
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
）、

十
六
年
刊
は
誤
り
で
あ
り
、
序
文
の
万
暦
戊
午
（
四
十
六
年
）
を
戊
子
（
十
六
年
）
と
見
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⛉

本
稿
前
章
「
一
─
二
」
に
も
取
り
上
げ
た
が
、
享
保
五
年
二
月
に
徂
徠
が
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
に
は
、「
㚃
ノ
大
尺
ハ
㛤
ノ
營
㙉
尺
ナ
リ
ト
云
(フ
)コ
ト
ハ
、『
頖

宮
禮
樂
疏
』
ニ
見
ユ
。」「『
頖
宮
禮
樂
疏
』・『
類
經
』

〈
マ
マ
類
經
附
㜂
〉ニ

載
(セ
)タ
ル
㛤
ノ
萬
曆
中
ノ
鄭
世
子
ガ
說
ハ
、
宋
ノ
劉
恕
ガ
『
㙳
鑑
外
紀
』

〈
マ
マ
㗥
治
㙳
鑑
外
紀
〉

ニ
本
ヅ
キ
、
拓
跋
魏
ノ
㒀
孫
崇
等
ガ
杜
撰
セ

ル
縱
黍
・
橫
黍
ノ
算
ヲ
傅
會
シ
テ
、
別
ニ
縱
黍
・
斜
黍
、
一
㙾
ニ
落
(ツ
)ル
コ
ト
ヲ
工
夫
シ
テ
、
巧
(ミ
)ニ
異
說
ヲ
設
ケ
リ
。」（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
見
え
る
。
ま
た
、
正

徳
四
年
刊
行
の
『
蘐
園
随
筆
』
に
は
「
㛤
儒
㛧
㙉
夏
・
殷
・
周
・
漢
、
縱
・
橫
・
㗭
黍
尺
。」
と
あ
り
、
陶
徳
明
氏
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
明
ら
か
に
朱
載
堉
の
説
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
直
接
『
樂
書
』（
筆
者
注
：『
楽
律
全
書
』）
か
ら
知
っ
た
可
能
性
は
乏
し
く
、
む
し
ろ
朱
載
堉
の
説
を
引
用
し
た
明
の
李
之
藻
『
頖
宮
禮
樂
疏
』
や
張
介
賓
『
類
經
』
か
ら
、

あ
る
い
は
こ
の
両
書
よ
り
さ
ら
に
朱
載
堉
の
説
を
孫
引
き
し
た
中
村
之
欽
（
筆
者
注
：
惕
斎
）『
律
尺
考
験
附
三
器
考
略

』
や
中
根
璋
（
筆
者
注
：
元
圭
）『
律
原
発
揮
』
か
ら
知
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。」（「
荻
生
徂
徠
の
『
楽
書
』
校
閲
と
そ
の
所
産
」
六
〇
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

⛊
『
江
戸
の
バ
ロ
ッ
ク
─
徂
徠
学
の
周
辺
─
』
一
四
七
～
一
四
八
頁
。
併
せ
て
前
注
⚧
参
照
。
な
お
、
中
根
元
圭
（
一
六
六
二
～
一
七
三
三
）
は
、
日
本
で
初
め
て
十
二
平
均
律
の

数
値
を
計
算
し
て
、『
律
原
発
揮
』（
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
行
）
に
著
し
た
（
遠
藤
徹
「
中
根
元
圭
著
『
律
原
発
揮
』
の
音
律
論
に
関
す
る
覚
え
書
き
」
等
に
詳
し
い
）。
ま

た
、
元
圭
は
、
徂
徠
の
『
度
量
考
』
を
校
閲
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⛋

例
え
ば
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
の
黄
鐘
一
尺→

（
1×

0.9＝
9）『
楽
律
考
』
の
黄
鐘
九
寸
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
林
鐘
六
寸
六
分
七
釐
四
毫→

（
0.6674×

0.9＝
0.60066）『
楽
律
考
』

林
鐘
六
寸
零
零
六
毫
六
絲
、『
頖
宮
礼
楽
疏
』
太
簇
八
寸
九
分
八
毫→

（
0.8908×

0.9＝
0.80172）『
楽
律
考
』
太
簇
八
寸
零
一
釐
七
毫
二
絲
と
な
り
、（
後
の
九
律
の
計
算
は
省

略
す
る
が
）
十
二
律
の
数
の
全
て
が
合
致
す
る
。
ち
な
み
に
、
中
根
元
圭
と
朱
載
堉
の
計
算
で
は
、
林
鐘
は
0.600677…

、
太
簇
は
0.801808…

で
、
合
わ
な
い
。

⛌

詳
し
く
は
、
拙
稿
「
荻
生
徂
徠
の
音
楽
に
関
す
る
新
出
資
料
五
点
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
─
享
保
五
年
に
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
、「
三
五
要
略
考
」
及
び
音
楽
に
関

す
る
覚
書
、
琴
（
七
絃
琴
）
に
関
す
る
文
書
、
吉
水
院
旧
蔵
楽
書
に
関
す
る
文
書
、
中
根
元
圭
に
宛
て
た
書
簡
─
」
第
五
章
。
ほ
か
に
も
、
享
保
十
二
年
『
周
尺
考
』（『
駁
朱
度

考
』）、
徂
徠
没
後
に
公
刊
さ
れ
た
『
度
量
衡
考
』「
度
考
」
な
ど
も
、「
朱
載
堉
」
と
記
す
。

四
〇

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
五
巻



⛍

拙
稿
「
荻
生
徂
徠
の
楽
律
研
究
─
主
に
『
楽
律
考
』『
楽
制
篇
』『
琴
学
大
意
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
八
〇
号
、
二
〇
一
五
年
）
九
～
一
一
頁
、
拙
著
『
国

宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
（
二
〇
一
二
年
、
北
海
道
大
学
出
版
会
）
三
九
、
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
参
照
。

⛎
「
琴
ノ
名
㘂
ノ
事
」
の
章
に
「『
琴
經
』
ニ
雷
家
ノ
法
ヲ
載
(セ
)タ
リ
。」
と
、「
徽キ

ノ
事
」
の
章
に
「
徽
ノ
置
(キ
)ヤ
ウ
、『
琴
經
』
ニ
見
ユ
。」「『
琴
經
』
ノ
說
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
。」

と
、「
絃
ノ
事
」
の
章
に
「
其
(ノ
)法
、『
琴
經
』
ニ
」
と
あ
り
、「
琴
ノ
㙭
(ベ
)樣
ノ
事
」
の
章
に
、「『
稗ハ

イ

㚿ヘ
ン

』
及
(ビ
)『
頖ハ

ン

宮キ
ウ

禮レ
イ

樂ガ
ク

疏シ
ヨ

』
ナ
ド
ニ
、
琴
家
ノ
說
ヲ
載
(セ
)タ
リ
。」

と
あ
る
。
ま
た
、「
右
指
法
ノ
事
」「
左
指
法
ノ
事
」「
仺
ノ
文
字
ノ
事
」
の
章
は
、『
琴
用
指
法
』
を
参
照
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

⛏

徂
徠
が
こ
れ
ら
の
文
献
を
参
照
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
訳
注
稿
（
一
）」
一
三
〇
頁
⑷
⑹
に
言
及
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

⛐

北
渓
の
「
楽
律
考
解
」
と
「
楽
律
ノ
考
」
に
は
言
及
が
な
い
。
太
宰
春
台
『
律
呂
通
考
』
に
は
、
こ
の
『
楽
律
考
』
第
四
証
の
内
容
に
関
し
て
、「
人
聲
二
十
等
」
と
題
す
る
図

と
解
説
を
載
せ
る
が
、
当
該
「
樂
書
」
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
（
関
西
大
学
図
書
館
中
村
文
庫
所
蔵
『
楽
律
考
・
大
楽
発
揮
』
太
宰
純
著
『
律
呂
通
考
』
合
写
本
一
冊

（［
L24**1-688］）。

⛑

田
辺
尚
雄
『
音
楽
理
論
（
改
訂
版
）』（
一
九
五
六
年
、
共
立
出
版
）
六
一
頁
。

⛒
『
律
呂
精
義
』（
馮
文
慈
点
注
、
一
九
九
八
年
、
人
民
音
楽
出
版
社
）
九
三
七
～
九
五
七
頁
。

⛓
『
律
呂
精
義
』
八
七
一
～
八
八
六
頁
。

謝
辞本

稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
荻
生
家
所
蔵
資
料
の
利
用
を
ご
快
諾
く
だ
さ
い
ま
し
た
荻
生
美
智
子
氏
、
資
料
の
利
用
に
際
し
て
労
を
執
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
平
石
直

昭
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）、
資
料
の
閲
覧
と
掲
載
を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
、
並
び
に
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
東

京
女
子
大
学
図
書
館
を
始
め
と
す
る
各
機
関
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

付
記本

稿
は
、
平
成
二
十
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
金
基
盤
研
究
(Ｃ
)「
荻
生
徂
徠
の
音
楽
に
関
す
る
著
作
、
及
び
研
究
と
実
践
に
つ
い
て
─
基
礎

的
研
究
か
ら
全
貌
解
明
へ
─
」（
代
表
山
寺
美
紀
子
、
課
題
番
号
17K
02305）
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

四
一

荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
（
承
前
）




